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②「なり手不足」を解消
　議員を志す人が減っている背景には、立候
補に伴う精神的・経済的なハードルの高さが
あります。特に現役世代にとっては、選挙準
備の負担や落選時のリスクが大きな壁となっ
ています。この課題を解決するためには、立
候補休暇制度の導入や、選挙費用の公費負担
の拡充など、誰もが挑戦しやすい仕組みづく
りが急務です。「特別な人だけがなるもの」
という議員像を払

ふっしょく
拭し、意欲ある町民がスム

ーズに政治の舞台へ立てる環境を整えること
が、民主主義の基盤を維持するために不可欠
なプロセスといえます。

④主権者教育と「選挙のハードル」
　選挙に立候補する手順や議会の仕組みは、
一般的に「難解で遠いもの」と感じられがち
です。なり手不足を解消するには、若者や女
性に向けた主権者教育や、実際の議会活動を
体験できるインターンシップなどの機会を増
やすことが有効です。 供託金の負担や選挙カ
ーによる騒音など、従来の選挙スタイルのあ
り方を見直し、ＳＮＳやネットを活用した「低
コストで志が伝わる選挙」へのシフトも求め
られています。ハードルを正しく理解し、そ
れを下げるための工夫を共有することで、次
世代のリーダーを育む土壌をつくります。

①多様な視点で「議会の活性化」
　現在、多くの地方議会では議員の高齢化や
固定化が課題となっています。しかし、社会
が複雑化する中で、育児や介護、あるいは新
しい働き方に直面している「若者や女性」の
視点は、今のまちづくりに欠かせない活力そ
のものです。 生活者に近い視点を持つ人々
が議会に加わることで、これまでの慣例にと
らわれない柔軟な政策提言が可能になりま
す。特定の層だけでなく、多様な属性を持つ
議員が議論を交わすことこそが、町民全体の
利益を守る「開かれた議会」への第一歩であ
り、議会の機能を最大化させる鍵となります。

③働き方と政治活動の「両立」
　「子育てや介護をしながら議員が務まるの
か」という不安は、参画を阻む大きな要因で
す。これに対し、全国の議会では会議規則を
改正し、出産や育児、介護を欠席理由として
明文化する動きが広がっています。 さらに、
ＩＴを駆使した「議会ＤＸ（デジタルトラン
スフォーメーション）」も注目されています。
オンライン会議の活用や情報共有のデジタル
化により、家庭や仕事の責任を果たしなが
ら、その経験を政策に生かせる「持続可能な
議員活動」のモデルを確立することが、多様
な人材を呼び込む原動力となります。

なるほどなるほど議会ウォッチングウォッチング
連載予定連載予定

①「私たちの声が届く場所　　議会のキホン」

②「徹底解析！　委員会って何してるの？」

③「予算と決算、　どうやって決まるの？」

④「議会傍聴のススメ＆議員と話してみよう！」

４年に一度
選挙で選ばれます。
満25歳以上で、川
西町に引き続き３カ
月住んでいる必要が
あります。

３月：定例会（予算）
６月：定例会
９月：定例会（決算）
12月：定例会
他に随時：臨時会
本会議→（上程）
委員会・分科会→（審査）
本会議→（議決）

町長町長 町議会町議会

町民町民

議　会

活性化
　

川
西
町
議
会
で
は
、
町
民
に
開
か
れ
た
活
力
あ
る

議
会
を
目
指
し
「
議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
て
１
年
間
に
わ
た
り
調
査
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
こ
の
た
び
調
査
結
果
が
ま
と
ま
っ
た
こ
と
を

受
け
、
本
号
か
ら
４
回
に
わ
た
り
特
別
連
載
を
お
届

け
し
ま
す
。「
そ
も
そ
も
議
会
と
は
何
か
？
」
と
い

う
基
本
か
ら
、
委
員
会
の
し
く
み
や
予
算
・
決
算
に

お
け
る
審
議
の
過
程
、
さ
ら
に
は
議
会
傍
聴
に
つ
い

て
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。
私
た
ち
の
暮
ら
し
と
議
会

の
つ
な
が
り
を
、
あ
ら
た
め
て
共
に
考
え
る
大
切
な

き
っ
か
け
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

ウォッチングウォッチングなるほどなるほど議会特 集
4回連続

第１回目

「私たちの声が届く場所
議会のキホン」

町議会は何をするところ？
議員

議決…条例や予
算を決定
質問…一般質問
や分科会質疑で
町の仕事のチェ
ック
請願や意見書・
陳情の審査

主な仕事は

年間スケジュール

選挙で選挙で
選ぶ選ぶ

町民のため町民のため
仕事をする仕事をする

町民の声を町民の声を
聴く聴く

選挙で選挙で
選ぶ選ぶ

次
は
シ
リ
ー
ズ
広
聴 

町
が
大
好
き

提案する提案する

決める決める

（2）（2）（3）（3） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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橋
本
本
日
は
お
集
ま
り

い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、

川
西
町
議
会
で
は
女
性
議

員
が
一
昨
年
か
ら
２
名
と

な
り
ま
し
た
。
ま
ず
は
、

皆
さ
ん
が
な
ぜ
政
治
の
道

を
志
し
た
の
か
、
そ
し
て

実
際
に
議
員
と
し
て
活
動

し
て
み
て
の
率
直
な
感
想

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

遠
藤
私
は
も
と
も
と
地

域
活
動
に
携
わ
っ

橋
本
全
国
的
に
も
そ
う

で
す
が
、
議
会
は

ま
だ
男
性
が
圧
倒
的
多
数

で
す
。
活
動
の
中
で
感
じ

る
難
し
さ
や
、
独
特
の
雰

囲
気
に
つ
い
て
は
い
か
が

で
す
か
。

遠
藤
や
は
り
、
会
議
の

時
間
設
定
や
伝
統

的
な
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ

ス
に
、少
し「
男
性
中
心
」

の
文
化
を
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
ね
。
例
え
ば
、

会
議
が
多
い
と
、
家
事
や

介
護
・
育
児
を
担
う
女
性

は
物
理
的
に
参
加
が
難
し

い
。
能
力
の
問
題
で
は
な

く
、
役
割
的
な
ハ
ー
ド
ル

が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

舩
山
私
は
、議
論
の「
言

葉
」
の
違
い
を
感

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

男
性
議
員
は
イ
ン
フ
ラ
整

て
い
ま
し
た
が
、
周
囲
か

ら
の
「
地
域
の
声
を
生
か

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
後

押
し
が
一
番
の
き
っ
か
け

で
し
た
。
２
期
目
に
入
り
、

当
初
の
戸
惑
い
は
責
任
感

に
変
わ
り
ま
し
た
。
台
所

か
ら
の
視
点
で
、
例
え
ば

ゴ
ミ
の
分
別
や
子
育
て
支

援
な
ど
、
日
常
の
小
さ
な

困
り
ご
と
を
政
策
に
繋
げ

る
こ
と
の
重
要
性
を
日
々

感
じ
て
い
ま
す
。

舩
山
私
は
正
直
な
と
こ

ろ
、
最
初
は
政
治

の
世
界
は
遠
い
も
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
活
動
を
始
め
て
２
年
、

女
性
や
若
い
世
代
の
視
点

が
こ
れ
ほ
ど
求
め
ら
れ
て

い
る
の
か
と
驚
い
て
い
ま

す
。
現
場
に
足
を
運
ぶ
と

「
女
性
だ
か
ら
か
、
話
し

か
け
ら
れ
る
こ
と
も
多

い
」
と
感
じ
て
お
り
、
そ

れ
が
今
の
原
動
力
で
す
ね
。

橋
本
２
人
の
言
葉
は
、

心
強
い
で
す
。
私

は
５
期
目
の
議
員
で
す
が
、

以
前
に
比
べ
れ
ば
女
性
議

員
へ
の
理
解
は
進
み
ま
し

た
。
し
か
し
、
依
然
と
し

舩
山
私
は
「
無
投
票
」

で
の
当
選
で
し
た

が
、
こ
れ
は
裏
を
返
せ
ば
、

な
り
手
不
足
の
深
刻
さ
で

も
あ
り
ま
す
。
若
い
世
代

や
女
性
が
「
自
分
た
ち
の

代
表
が
い
な
い
」
と
感
じ

な
い
よ
う
、
議
会
の
様
子

を
も
っ
と
可
視
化
し
た
い

で
す
ね
。「
私
で
も
で
き

る
、
私
だ
か
ら
で
き
る
」

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
な
意
見

交
換
会
が
必
要
で
す
。

橋
本
お
っ
し
ゃ
る
通
り

で
す
。
議
会
と
し

で
す
。
女
性
組
織
の
活
動

が
弱
く
な
っ
た
今
、
皆
様

の
声
を
し
っ
か
り
形
に
で

き
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
を
歩
き
続
け
ま
す
。

舩
山
ま
だ
２
年
目
で
す

が
、
し
な
や
か
な

感
性
で
、
新
し
い
川
西
町

の
姿
を
提
案
し
て
い
き
た

い
で
す
。
特
に
、
子
育
て

や
暮
ら
し
の
現
場
の
声
を

大
切
に
し
た
、
女
性
・
生

活
者
の
視
点
を
町
政
に
届

け
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
よ
り
良
い
川
西
町
を

つ
く
り
た
い
で
す
ね
。
ぜ

ひ
、
気
軽
に
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

橋
本
２
人
の
女
性
議
員

が
語
っ
た
の
は
、

政
治
へ
の
高
い
志
以
上
に
、

こ
の
町
で
暮
ら
す
人
々
へ

の
深
い
愛
情
で
し
た
。

　
第
6
次
総
合
計
画
の
成

功
に
は
、
彼
女
た
ち
の
視

点
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認
し
た
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

橋
本
最
後
に
、
２
人
か

ら
町
民
の
皆
様
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し

ま
す
。

遠
藤
女
性
議
員
が
増
え

る
こ
と
は
、
単
に

数
の
問
題
で
は
な
く
、
町

民
の
多
様
性
を
守
る
こ
と

備
や
経
済
と
い
っ
た
大
き

な
枠
組
み
で
語
る
こ
と
が

多
い
で
す
が
、
私
た
ち
は

そ
の
先
の
「
そ
こ
に
住
む

家
族
の
暮
ら
し
」
に
意
識

が
向
く
。
こ
の
視
点
の
差

を
埋
め
る
の
が
大
変
な
反

面
、
補
い
合
う
必
要
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

橋
本
広
報
委
員
長
の
立

場
か
ら
見
て
も
、

議
会
の
言
葉
使
い
が
難
し

て
「
生
活
の
現
場
」
を
知

る
立
場
の
感
覚
が
、
議
会

運
営
に
は
不
可
欠
だ
と
痛

感
し
て
い
ま
す
。

橋
本
現
在
、
川
西
町
で

は
「
第
６
次
総
合

計
画
」
に
お
い
て
、
若
者

や
女
性
の
活
躍
を
重
点
項

目
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
次
世
代
の
女
性
議

員
を
増
や
す
た
め
に
は
、

個
人
の
勇
気
だ
け
で
な
く
、

環
境
整
備
が
必
要
で
す
。

遠
藤
立
候
補
を
た
め
ら

う
最
大
の
理
由
は
、

や
は
り
「
家
庭
と
の
両

立
」と「
金
銭
的
な
不
安
」、

そ
し
て
「
周
囲
の
理
解
」

で
す
。
議
員
報
酬
の
在
り

方
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

例
え
ば
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議

の
導
入
や
、
育
児
・
介
護

に
伴
う
欠
席
規
定
の
明
確

化
な
ど
、
制
度
面
で
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
を
さ
ら
に
進

め
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

い
点
も
あ
り
ま
す
。
も
っ

と
町
民
に
伝
わ
る
言
葉
に

変
換
し
て
い
く
の
も
、
私

た
ち
の
役
割
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

て
も
、
こ
れ
ま
で
の
慣
例

に
縛
ら
れ
ず
、
多
様
な
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
持
つ
人

が
参
画
で
き
る
ル
ー
ル
作

り
を
加
速
さ
せ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

シリーズ
広　聴

町が大好き町が大好き
10

　議会では、より多くの町民の皆
さんに意見を伺い、議会活動の参
考にさせていただくとともに、町
内の優れた活動を紹介し多くの方
に知ってもらう活動を行っていま
す。
　今回は議会活性化調査特別委員
会（＊ｐ２、ｐ27参照）の調査報
告を受けて、なり手不足の観点か
ら女性の政治参加を促す対応が必
要である点に注目し、身近な女性
議員からの意見を伺いました。
　聞き手は橋本欣一広聴広報常任
委員会委員長。

未来と展望を 語るインタビュー

女性議員の視点が拓く
川西町の議会

立
候
補
の
き
っ
か
け
と
、

当
選
し
て
見
え
た
景
色

男
性
多
数
の
議
会
で
感

じ
る「
壁
」と「
違
和
感
」

第
６
次
総
合
計
画
と「
女
性

が
立
候
補
し
や
す
い
環
境
」

結
び
に
：
町
民
の
皆
様
へ

遠藤　明子 副議長
令和元年初当選・現在２期目

地区交流センター勤務を経て、現職

舩山　千鶴 議員
令和６年初当選・現在１期目

山口県下関市出身、ボランティア活動に参加

次
は
政
策
検
証

（4）（4）（5）（5） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り

令和８年４月15日発行
第165号議 会 だ よ り議 会 だ よ り

令和８年４月15日発行
第165号



政策提言検証の流れ（令和６年度）
令和６年 意見交換会

問題整理･発見（広聴広報委）

分析･討論（各委員会）

提言立案･討論（全員協議会）

令和６年 政策提言

令和６年 回　答
１年後

令和８年 検証･評価

　
議
会
は
、
町
の
政
策
決

定
、
実
施
の
過
程
で
多
面

的
に
関
わ
り
、
町
の
最
終

意
思
決
定
を
行
う
。
町
が

計
画
す
る
多
く
の
政
策
は
、

町
民
や
議
会
の
要
望
、
提

言
な
ど
を
取
り
入
れ
、
議

会
に
提
案
さ
れ
る
。
議
会

で
は
そ
の
議
案
の
審
査
を

通
じ
て
、
質
疑
や
修
正
を

行
い
議
決
さ
れ
る
。

　
議
会
は
、
執
行
機
関
が

議
決
通
り
に
行
政
運
営
や

事
業
執
行
を
適
正
か
つ
公

平
で
効
率
的
に
実
行
し
て

い
る
か
監
視
す
る
重
要
な

機
関
で
あ
る
。

　
議
会
で
は
「
議
会
基
本

条
例
」
に
基
づ
き
、
町
民

と
の
意
見
交
換
会
を
実
施

し
、
多
く
の
意
見
を
集
約

し
て
毎
年
町
当
局
に
「
政

策
提
言
」
を
行
っ
て
い
る
。

　
議
会
で
は
提
言
に
と
ど

ま
ら
ず
、
ど
う
実
行
さ
れ

た
か
、
１
年
後
に
「
検
証

評
価
」
を
行
っ
て
い
る
。

　
こ
の
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、

川
西
町
議
会
が
独
自
で
考

案
し
た
も
の
で
あ
り
、
改

良
改
善
を
続
け
て
き
た
。

　
提
言
を
行
っ
た
施
策
の

調
査
は
次
の
７
項
目
。

①
政
策
を
必
要
と
す
る
背

景②
提
案
に
至
る
ま
で
の
経

緯③
町
民
参
加
の
有
無
お
よ

び
そ
の
内
容

④
ほ
か
の
自
治
体
の
類
似

す
る
政
策
と
の
比
較

⑤
総
合
計
画
に
お
け
る
位

置
づ
け

⑥
財
政
的
な
裏
付
け

⑦
将
来
に
わ
た
る
政
策
な

ど
の
コ
ス
ト

　
聞
き
取
り
後
、
各
議
員

が
５
段
階
評
価
し
、
全
議

員
の
平
均
点
が
評
価
と
な

る
。
さ
ら
に
広
聴
広
報
常

任
委
員
会
で
整
理
・
検
討

を
行
い
、
議
会
運
営
委
員

会
を
経
て
全
員
協
議
会
に

諮
り
、
正
式
な
報
告
書
と

な
る
。
評
価
基
準
は
令
和

８
年
１
月
31
日
。

政策検証評価基準
ほ
ぼ
達
成

Ａ 必要な取り組みを着実に実施。その結
果、目標達成ないしほぼ達成。

Ｂ
必要な取り組みを着実に実施。その結
果、達成に向けて具体的成果が見られ
る。

一
定
の

成
果
有
り

Ｃ 必要な取り組みをおおむね実施。その
結果、一定の成果が見られ始めている。

Ｄ
必要な取り組みに着手しているもの
の、目標達成までには、なお課題が残
されている。

課
題
有
り

Ｅ
取り組みに向けた検討に着手。目標達
成に向けた具体的展開が今後の課題で
ある。

新しい政策が町民の生活向上を実現

11
1

12
3

1
31

成果出始めるも成果出始めるも 評価は評価は辛口辛口
令
和
６
年
度　
政
策
提
言　
検
証
評
価

政　策

検　証
　

３
月
23
日
、
令
和
８
年
第
１
回
定
例
会
最
終
日
終
了
後
、
令
和
６
年
度

政
策
提
言
検
証
評
価
報
告
書
が
鈴
木
議
長
か
ら
茂
木
町
長
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
５
月
に
制
定
・
施
行
し
た
議
会
基
本
条
例
で

掲
げ
た
「
町
民
参
加
の
拡
大
」「
政
策
提
言
」
の
目
標
を
具
現
化
し
、
意

見
交
換
会
を
実
施
し
、
そ
の
意
見
を
踏
ま
え
た
中
で
政
策
提
言
を
行
う
も

の
。

　

令
和
６
年
８
月
に
10
回
目
と
な
る
意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
自
治
会
の

課
題
や
公
立
置
賜
川
西
診
療
所
、
そ
の
他
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
実
施
さ

れ
た
。
そ
の
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
な
が
ら
総
務
文
教
・
産
業
厚
生
両
常
任

委
員
会
で
、
整
理
し
提
案
さ
れ
た
内
容
な
ど
を
取
り
ま
と
め
、
議
会
と
し

て
課
題
と
さ
れ
た
項
目
を
政
策
提
言
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

議
会
は
多
面
的
に
町
の
政
策
決
定
・
実
施
に
関
わ
り
最
終
的
に
意
思
決

定
を
行
う
。

　

中
長
期
の
政
策
は
成
果
が
見
え
に
く
い
た
め
評
価
が
低
く
な
る
が
、
大

半
は
一
定
の
成
果
有
り
の
Ｃ
評
価
で
あ
り
、
着
実
に
施
策
が
進
ん
で
い
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
令
和
６
年
11
月
１
日
に
第
12
回
目
の
政
策
提

言
を
実
施
し
、
町
長
か
ら
12
月
３
日
に
回
答
が
あ
り
、
１
年
間
状
況
を
見

な
が
ら
今
年
１
月
に
聴
き
取
り
調
査
を
行
い
、
今
回
の
評
価
に
至
っ
た
。

川
西
独
自
の

検
証
シ
ス
テ
ム

１
年
後
の
到
達
度
を

５
段
階
評
価
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C ＤＢ

C

C

CC

２　自治会の合併に向けた支援体制
を構築すること

２　公立置賜川西診療所の整備方針
を整えること

２　町民の幸福度を上げる取り組み
を図ること

回 答 　これまでも、人口減少や高齢
化により自治会を維持運営する

ことが困難になることから、組織の見直し
や近隣自治会と合併した事例がある。自治
会合併に関し町へ相談いただいた場合に
は、これまで同様、個別の状況を把握しな
がら対応していく。

回 答 　建築基準法改正前の建物であ
り、築57年が経過し、老朽化が

著しいことから、整備基本構想・基本計画の
策定に取り組んでいるところである。
　川西診療所の安定した経営に資する医療機
能および施設機能の充実、あわせて将来負担
の提言を見据えた整備を図っていく。

回 答 　町内で催される各種行事など
へは、公益性が認められるもの

に対して支援している。今後とも町の趣旨
にのっとり自主的な活動への支援に取り組
んでいきたい。
　買い物弱者への支援については、さまざ
まなニーズ、寄せられた声を集約し、互助
の力を維持しながら安心して暮らせるよ
う、有効な方策について研究、検討していく。

検証評価 　自治会の在り方については
一定の対応がなされ評価でき

るものの、マニュアルや基準の整備が必要
な時期に差し掛かっている。自治会の維持
および合併に関しては、人口減少に伴い、
年々組織運営の厳しさが増し、組織力が低
下している現状を踏まえ、各地区の経営母
体と緊密に連携し、住民理解と協力を得な
がら推進すべきである。

検証評価 　整備方針として、公立置賜
川西診療所施設整備基本構想・

基本計画が明確に示されたことは一定の評価
ができる。
　なお、川西診療所は、身近な地域において
初期診療や慢性期医療を提供する役割を果た
してきており、安定した経営に資するため、
医療機能および施設機能の充実を図るととも
に、将来の負担軽減を見据えた整備を行うこ
と。

検証評価 　幸福度には個人差があり、近
隣市町の施策と同等以上を目指

しつつ、多くの町民が参画し誰もが活躍でき
る仕組みづくりを図り、有利な財源確保に努
めること。
　買い物支援については、町が進めるデマン
ド型乗合交通の機能拡大とニーズに応じた利
用方法の研究に取り組まれることを期待する。

１　自治会長の負担軽減を図ること１　医療・介護体制の充実を図ること

１　移住定住および関係人口の拡大
に向けた取り組みを図ること

１　保護者負担が生じないよう、保育料
の完全無償化に向け対応すること

回 答 　自治会長の負担軽減について
は、関係各課および関係団体と

連携を図りながら、必要に応じて見直しに
取り組んでいく。報酬については負担軽減
とあわせて検討していく。

回 答 　入退院時の医療機関と福祉・
介護サービスをつなぐ体制づく

りは、利用者や家族を取り巻く関係者の連
携により対応している。
　高齢化が進展することに伴い、安心して
医療を受け、住み続けることができるよ
う、訪問診療および在宅医療体制を推進し
ていく。
　町民相談窓口は、分野を超えた包括的な
対応が求められることから、課を横断した
ケース会議などを重ねながら連携に努めて
いく。

回 答 　地域おこし協力隊の「地域定
着活動」を新規開拓し、定住、

定着を促進する取り組みを進める。空き家
所有者へは「空き家バンク登録」情報を行
い、移住定住、関係人口として選ばれる環
境を整え、検討者の目に留まる機会が増え
るよう積極的な情報発信に努めていく。

回 答 　保育料については、令和４年
度から山形県による段階的負担

軽減事業に併せ、町で上乗せして保育料の
軽減を行っている。今年度は、保育認定多
子カウントを小学校就学以前から、18歳
までに拡大し第２子以降のお子さんをもつ
保護者の負担軽減を図っている。
　令和７年度以降については、国県の動向
を注視しつつ、子育て中の保護者へのさら
なる支援拡充に向け、引き続き検討を進め
ていく。

検証評価 　町民への周知方法として
は、ある程度紙媒体の活用が

不可欠であるが、各種団体と緊密に調整を
重ね、可能な限り負担軽減に努められた
い。また業務内容はもとより、なり手不足
解消を図る一手段として、報酬増額につい
て検討を加速すべきである。

検証評価 　町民の複合的な課題が増加
する状況を踏まえ、医療・福

祉・介護の横断的支援が連携して行われて
いることは評価できる。今後さらに、継続
的かつ包括的な支援体制の充実に向けて努
力すること。

検証評価 　地域おこし協力隊による地
域課題の軽減に向けた取り組

みは評価できる。今後も、地域の多様な要
望に即した地域おこし協力隊の活用につい
て研究すること。
　空き家を活用した移住・定住の促進に取
り組んできたことは評価できるが、今後
は、空き家利活用に関して、財源を含む多
様な対策に取り組むべきである。

検証評価 　県の保育料一部負担軽減の
実施に合わせて、本町も同等

の負担軽減を実施しているが、引き続き全
階層の保育料完全無償化に向けた取り組み
を推進すること。

新築を待つ ＝ 川西診療所

保育料無償化が実現

提言
１１

提言
33

提言
２２

提言
４４

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
支
援

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
支
援

将
来
の
医
療
体
制
づ
く
り

将
来
の
医
療
体
制
づ
く
り

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
拡
充

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
拡
充

次
は
３
月
定
例
会
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令
和
８
年
度
の
一
般
会

計
予
算
案
は
、
総
額
１
１

９
億
８
８
０
０
万
円（
前

年
度
比
12
・
８
％
減
）と

な
る
。
大
幅
な
減
少
は
、

ま
ち
な
か
テ
ラ
ス
の
整
備

や
川
西
中
学
校
の
長
寿
命

化
事
業
と
い
っ
た
大
型
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ひ
と
段
落

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

　
町
議
会
が
、
最
重
要
課

題
と
し
て
強
く
要
望
し
て

き
た「
保
育
料
の
完
全
無

償
化
」が
い
よ
い
よ
実
現

す
る
。 

子
育
て
世
代
の

負
担
を
軽
減
し
、
若
い
世

代
が
川
西
町
で
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
環
境

を
整
え
る
た
め
の
、
未
来

へ
の
力
強
い
投
資
と
な
る
。

　
自
主
財
源
の
柱
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
納
税
」の
大
幅

な
伸
び
が
特
に
期
待
さ
れ

て
い
る
。
町
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
、
寄
付
金
を

効
果
的
に
活
用
す
る
こ
と

で
、
厳
し
い
財
政
状
況
を

補
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

維
持
・
向
上
に
つ
な
げ
て

い
く
方
針
で
あ
る
。

令和８年度一般会計予算の特徴
１．119億8800万円で前年対比12.8

パーセント減。
２．投資的経費は、まちなかテラス整備

事業・川西中長寿命化事業・町民体
育館整備事業の完了により74.3パ
ーセント減の8億8975万円。

３． 公債費（借入金返済）は前年対比
12.1パーセント増の14億9248
万円。

４．主な事業は、旧高山小体育館解体工
事、物価高騰デジタル地域通貨配布
事業、若者・女性活躍推進事業、保
育料負担軽減助成事業（保育料無償
化）、3町連携連携推進事業など

町税 14.0％

人件費 15.9％

繰出金 5.7％

12.4％

7.4％

11.8％

扶助費 9.8％公
債
費

普
通
建
設
事
業
費

物
件
費

繰入金 4.8％その他 13
.9％地方交付税

42.9％

補助費等
27.9％

町債
6.2％

維持補修費
1.5％

その他 7.6％

その他 
3.3％

県支出金 6.0％国庫支出金 8.9％
町民税･固定
資産税などの
税金

国から支給される
交付金

一部事務組合などへの負担金
や民間への補助金

消費的な支出
賃金・旅費・交際費等

基金からの
繰り入れ

国からの
補助金

県からの
補助金

他会計へ
繰出し

町職員の
給与共済費

借入金

被扶助者に支給
される福祉の経費

借入金の
返済

一般会計 119億8800万円

依
存 財

源

自
主
財
源

自主財源

32.7%

町で集めた
財源

依存財源

67.3%

国・県からの収入・
借入金などの財源

投資的経費

義　

務　
的
　
経
　
費

義務的経費

38.1%

支出が義務づけ
られた経費

投資的経費

25.1%

社会資本の整備に
要する経費

歳 入

歳 出
性質別

償償化実現へ化実現へ保育料無保育料無議会要望の議会要望の

ふ
る
さ
と
納
税
大
幅
増

ふ
る
さ
と
納
税
大
幅
増  

期
待
期
待

　

３
月
定
例
会
が
、
３
月
４
日
か
ら
23
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期

で
開
催
さ
れ
た
。

　

第
１
日
目
に
、
監
査
委
員
の
選
任
、
川
西
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
委
員
の
選
任
、
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
、
人
権
擁
護

委
員
の
推
薦
意
見
、
松
川
堰
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
の
人
事
案
件

15
件
を
可
決
、
契
約
案
件
2
件
を
審
議
採
決
し
可
決
、
条
例
案
5

件
、
過
疎
計
画
の
策
定
、
町
有
地
の
無
償
貸
付
、
町
道
路
線
の
廃

止
と
認
定
の
９
議
案
を
一
括
上
程
、
質
疑
の
後
、
各
常
任
委
員
会

に
付
託
し
た
。

　

続
い
て
、
令
和
8
年
度
施
政
方
針
の
説
明
、
条
例
案
3
件
、
令

和
7
年
度
4
会
計
補
正
予
算
、
令
和
8
年
度
7
会
計
予
算
の
14
議

案
を
一
括
上
程
、
請
願
1
件
を
付
託
し
た
。

　

第
２
日
目
に
4
人
の
議
員
、
3
日
目
に
2
人
の
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
、
カ
ス
ハ
ラ
対
策
、
保
育
料
無
償
化
、
部
活
動
の
地
域

展
開
、
給
食
の
無
償
化
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
た
。
次
い
で
、
本

会
議
を
開
き
第
１
日
目
に
一
括
上
程
し
た
予
算
案
に
対
し
総
括
質

疑
を
行
い
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
た
。

　

第
４
日
目
以
降
、
各
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
分
科
会

を
開
催
し
、
各
議
案
を
審
査
し
た
。

　

最
終
日
に
、
予
算
特
別
委
員
会
の
採
決
後
、
各
常
任
委
員
会
に

付
託
さ
れ
た
９
議
案
、
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
14
議
案
、

追
加
提
案
さ
れ
た
工
事
変
更
請
負
契
約
の
締
結
お
よ
び
、
請
願
2

件
を
原
案
通
り
可
決
し
閉
会
し
た
。

　

今
定
例
会
の
傍
聴
者
は
２
人
だ
っ
た
。

３月定例会の
あらまし

３　月
定例会

　　　　　　昨年との比較
令和７年度 令和８年度 増減額

地方交付税 53億1000万円 51億4800万円 △1億6200万円
町債（借入金） 24億8360万円 7億4270万円 △17億4090万円

　　　　　　昨年との比較
令和７年度 令和８年度 増減額

人 件 費 19億258万円 19億1017万円 759万円
補助費等 31億7324万円 33億4308万円 1億6984万円

予算の内訳

次
は
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

予
算
規
模
と
減
少
の
背
景

待
望
の
保
育
料
無
償
化
が
実
現

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
高
い
期
待
感

（10）（10）（11）（11） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る

寄
付
金
は
、
昨
今
の
米
価

高
騰
の
影
響
な
ど
に
よ

り
、
23
年
以
降
、
毎
年
１

億
円
規
模
で
増
加
し
て
い

る
。
地
元
の
米
・
米
沢
牛

を
主
体
と
し
て
返
礼
品
の

出
品
事
業
者
の
拡
大
と
多

様
化
を
目
指
す
。
生
産
者

向
け
の
講
習
会
を
開
き
、

酒
蔵
で
の
酒
造
り
ツ
ア
ー

な
ど
体
験
型
事
業
の
企
画

に
も
力
を
入
れ
る
。

　
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

保
育
料
の
無
償
化
は
、
こ

れ
ま
で
対
象
外
だ
っ
た
第

１
子
や
所
得
の
第
５
階
層

以
上
の
世
帯
に
も
対
象
を

拡
大
す
る
。
物
価
高
騰
対

応
重
点
支
援
地
方
創
生
臨

時
交
付
金
を
活
用
す
る
。

　
子
ど
も
の
年
齢
や
親
の

所
得
を
問
わ
ず
に
無
償
化

を
進
め
、
子
育
て
世
代
の

負
担
軽
減
を
図
る
。

　
旧
役
場
庁
舎
跡
地
の
有

効
活
用
策
と
し
て
、
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
の
拠
点
と
な

る
川
西
ま
ち
な
か
テ
ラ
ス

が
5
月
、
オ
ー
プ
ン
す

る
。
多
様
な
人
材
が
活
躍

で
き
る
環
境
づ
く
り
や
、

交
流
を
生
み
出
す
こ
と
で

幅
広
い
世
代
の
活
躍
を
促

し
、
関
係
人
口
の
創
出
と

拡
大
を
目
指
す
。

　
当
面
は
、
町
の
直
接
管

理
と
な
る
が
、
指
定
管
理

運
営
を
予
定
し
て
い
る
。

今年の目玉

ピック
アップ

会計別 歳入歳出予算 議決の内容
一 般 会 計 119億8800万円 全員賛成により可決
国民健康保険事業特別会計 16億7401万円 賛成多数により可決（反対２）
介 護 保 険 事 業 特 別 会 計 19億8957万円 賛成多数により可決（反対２）
後期高齢者医療特別会計 2億7218万円 賛成多数により可決（反対２）

企業会計 収　入 支　出 議決の内容

水道事業
会計

収益的 4億3407万円 4億4084万円
全員賛成により可決

資本的 1億1850万円 2億5247万円
下水道事業

会計
収益的 4億335万円 3億5464万円

全員賛成により可決
資本的 9738万円 2億6220万円

農業集落排
水事業会計

収益的 8591万円 6602万円
全員賛成により可決

資本的 725万円 3917万円

　
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
備
え
た
病
院
は

立
地
場
所
で
二
転
三
転
し
て
、
現
在
の
川

西
町
西
大
塚
に
決
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し

置
賜
全
市
町
参
加
の
運
営
で
は
な
く
、
県

と
２
市
２
町
で
の
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
０
年
に
開
院
し
ま
し
た
が
、
田
畑

の
中
に
ポ
ツ
ン
と
立
つ
病
院
で
し
た
。
民

間
事
業
者
の
ア
パ
ー
ト
・
料
理
店
や
戸
建

て
住
宅
が
増
え
、
新
た
な
開
業
医
も
増
加

し
て
街
ら
し
さ
が
で
て
き
ま
し
た
。
川
西

町
に
よ
る
開
発
事
業
も
進
め
ら
れ
、
現
状

に
至
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
新
た
な
企
業

誘
致
・
宅
地
分
譲
を
進
め
て
い
た
だ
き
、

町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
羽
前
小
松
駅
前
に
公
立
置
賜
川
西
診
療

所
が
建
つ
こ
と
が
よ
う
や
く
決
ま
り
、
私

た
ち
高
齢
者
に
と
っ
て
、
と
て
も
う
れ
し

く
安
堵
し
て
い
ま
す
。
今
の
診
療
所
は
古

く
て
衛
生
面
も
良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
後
、
駅
前
に
移
設
さ
れ
れ
ば
、
新

し
い
交
流
施
設
「
ま
ち
り
あ
」
と
共
に
人

の
行
き
交
い
も
生
ま
れ
、
活
性
化
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
川
西
診
療
所
は
公
立
置
賜
総

合
病
院
と
も
繋
が
っ
て
い
る
の
で
安
心
で

き
ま
す
。
総
合
病
院
は
待
ち
時
間
が
長

く
、
交
通
の
面
で
も
街
中
だ
と
気
軽
に
行

く
こ
と
が
で
き
、
う
れ
し
い
限
り
で
す
。

　
多
く
の
方
が
待
ち
望
ん
で
い
た
川
西
ま

ち
な
か
テ
ラ
ス
「
ま
ち
り
あ
」
が
完
成
し

ま
し
た
。
誰
で
も
気
軽
に
立
ち
寄
り
、
遊

び
や
交
流
を
通
し
て
人
と
の
繋
が
り
が
生

ま
れ
、
中
高
生
の
居
場
所
を
は
じ
め
交
流

拠
点
と
し
て
地
域
に
活
気
が
出
る
と
期
待

し
ま
す
。

　
小
松
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
拠

点
と
し
て
、
地
域
の
方
々
の
親
睦
と
交
流

が
図
ら
れ
、
に
ぎ
わ
い
づ
く
り
に
寄
与
で

き
る
よ
う
施
設
を
生
か
し
、
新
た
な
事
業

の
仕
組
み
づ
く
り
と
活
動
内
容
を
工
夫

し
、
地
域
の
方
々
が
楽
し
ん
で
参
加
出
来

る
場
所
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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22
年
度

23
年
度

５
年
度

４
年
度

３
年
度

２
年
度

元
年
度

平
成

令
和

（億円）

１
３
０
億
９
２
１
２
万
円

１
４
２
億
７
７
２
３
万
円

１
４
２
億
４
９
７
９
万
円

１
４
５
億
９
６
０
３
万
円

１
４
９
億
６
７
１
７
万
円

６
年
度

１
５
１
億
７
９
３
０
万
円

９
３
億
６
３
０
７
万
円

９
６
億
２
１
４
６
万
円

24
年
度

１
０
４
億
１
９
２
０
万
円

27
年
度

26
年
度

25
年
度

１
１
０
億
７
１
０
２
万
円

１
２
５
億
６
９
０
５
万
円

30
年
度

28
年
度

１
２
９
億
１
３
１
７
万
円

29
年
度

１
３
１
億
１
１
６
６
万
円

１
２
９
億
７
９
４
４
万
円

１
１
５
億
２
５
７
０
万
円

５月２日にオープン ＝ 「まちりあ」

空から見るメディカルタウン ＝ 大塚

新築を待つ川西診療所 ＝ 小松

待望の保育料無償化待望の保育料無償化

まちなかテラス「まちりあ」まちなかテラス「まちりあ」

11481148万円万円

13311331万円万円

令和８年度各会計予算令和８年度各会計予算
町債（借入金）の推移
町債残高一覧（一般会計）

ここが知りたい１

新年度事業に新年度事業に 期待しちゃうわ!!

「
ま
ち
り
あ
」
に
期
待小松地区交流センター長

加藤　健吉さん

メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン

『
回
想
』
と
『
希
望
』

新
川
西
診
療
所
整
備
事
業

大塚地区
梅津　敏男さん 

小松地区
遠藤　惠子さん

次
は
予
算
審
議

77億億49244924万円万円
ふるさとづくり基金管理事業

地域子育て支援事業

川西まちなかテラス管理運営事業

ここが知りたい２

（12）（12）（13）（13） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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橋
本
令
和
８
年
度
予
算

の
目
玉
で
あ
る
、

地
域
未
来
交
付
金
を
活
用

し
た
事
業
で
、
町
単
独
補

助
金
事
業
は
45
事
業
あ
る

が
前
年
度
と
比
較
す
る
と

あ
ま
り
代
わ
り
映
え
な
く

見
え
、
新
規
事
業
に
対
し

て
も
補
助
率
が
低
い
が
ど

髙
橋
一
般
会
計
の
当
初

予
算
編
成
で
は
、

新
た
に
各
課
へ
の
枠
配
分

方
式
で
行
っ
た
と
聞
い
た

が
、
こ
れ
ま
で
の
方
法
か

ら
変
え
た
理
由
は
何
か
。

ま
た
、
枠
配
分
方
式
に
変

え
た
こ
と
で
、
ど
の
よ
う

な
効
果
が
あ
っ
た
か
。

町
長
以
前
の
予
算
編
成

で
は
、
歳
入
見
込

髙
橋
川
西
町
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
を
廃
止

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
住
民
意
見
の
反
映
は
ど

う
な
る
の
か
。
ま
た
、
ま

ち
づ
く
り
基
本
条
例
も
今

後
改
正
な
ど
予
定
さ
れ
て

い
る
の
か
。

町
長
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
町
民
の
方
の

う
考
え
る
か
。

町
長
補
助
金
交
付
事
業

以
外
に
も
、
地
域

未
来
交
付
金
を
活
用
し
た

事
業
は
あ
り
、
さ
ら
に
３

年
間
の
期
間
が
あ
る
の
で
、

発
展
的
に
展
開
し
、
確
実

な
事
業
と
し
て
い
き
た
い
。

み
よ
り
歳
出
の
要
求
額
が

大
き
く
、
予
算
規
模
が
膨

ら
む
状
況
に
あ
り
、
見
直

す
必
要
が
あ
っ
た
。

　
枠
配
分
方
式
は
、
歳
入

に
見
合
っ
た
枠
を
設
定
し
、

担
当
課
が
そ
の
枠
に
合
わ

せ
て
要
求
す
る
た
め
、
予

算
総
額
の
抑
制
と
各
課
の

裁
量
の
発
揮
に
効
果
が
あ

っ
た
。

ご
意
見
を
反
映
さ
せ
る
手

法
に
つ
い
て
は
、
条
例
で

設
置
す
る
ま
ち
づ
く
り
委

員
会
を
廃
止
し
、
規
則
、

要
綱
な
ど
で
委
員
会
を
設

置
し
実
施
す
る
な
ど
、
柔

軟
性
を
も
っ
て
進
め
る
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の

改
正
な
ど
は
考
え
て
い
な

い
が
、
内
容
の
精
査
を
行

う
。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

議　　員　　名

舩
山
　
千
鶴

鈴
木
　
孝
之

寒
河
江
寿
樹

渡
部
　
秀
一

寒
河
江
　
司

吉
村
　
　
徹

伊
藤
　
　
進

神
村
　
建
二

橋
本
　
欣
一

髙
橋
　
輝
行

欠
　
員

遠
藤
　
明
子

鈴
木
　
幸
廣

議第11号 令和８年度川西町国民健康保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇
議第12号 令和８年度川西町介護保険事業特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇
議第13号 令和８年度川西町後期高齢者医療特別会計予算 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇
議第20号 川西町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇
議第43号 川西まちなかテラス整備外構工事変更請負契約の締結について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇
請願第2号 三菱鉛筆株式会社山形工場移転後の跡地利活用に係る請願 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 ×
他の議案はすべて全員賛成。　○は賛成、×は反対、－は欠席。議長は賛否に加わらない。

和
６
年
度
の
２
カ
年
で
、

不
一
致
家
屋
の
現
地
調
査

を
行
う
２
次
調
査
を
完
了

さ
せ
る
計
画
で
事
業
に
着

手
し
た
。

　
し
か
し
、
１
次
調
査
に

つ
い
て
は
令
和
４
年
８
月

の
水
害
や
令
和
５
年
度
の

猛
暑
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

現
地
調
査
に
遅
れ
が
生
じ
、

最
終
的
に
は
１
次
調
査
の

完
了
は
令
和
７
年
度
ま
で

の
４
年
を
費
や
し
た
。　

　
こ
れ
ら
の
事
情
を
勘
案

し
な
が
ら
総
合
的
に
検
討

し
、
令
和
８
年
度
に
お
い

て
は
、
調
査
方
法
な
ど
を

精
査
し
、
合
理
的
に
進
め

る
た
め
の
検
討
を
行
う
期

間
と
す
べ
き
と
判
断
し
事

業
を
休
止
と
し
た
。

　
よ
っ
て
、
人
員
の
配
置

に
つ
い
て
は
、
事
業
に
見

合
っ
た
適
正
な
配
置
を
行

っ
て
い
く
。

問
川
西
ダ
リ
ヤ※

園
を

核
と
し
た
今
後
の

観
光
行
政
の
在
り
方
。

町
長
本
町
の
観
光
行
政

に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
も
川
西
ダ
リ
ヤ
園

を
中
心
的
な
拠
点
と
し
て

位
置
付
け
、
誘
客
と
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
っ
て
き

た
。
川
西
ダ
リ
ヤ
園
は
昭

和
35
年
に
誕
生
し
て
以
来
、

本
町
を
代
表
す
る
観
光
資

源
と
し
て
整
備
・
運
営
を

続
け
て
き
た
。

　
川
西
ダ
リ
ヤ
園
は
日
本

有
数
の
観
光
ダ
リ
ア
園
で

あ
り
、
秋
田
国
際
ダ
リ
ア

園
を
は
じ
め
と
す
る
全
国

各
地
の
ダ
リ
ア
園
と
の
交

流
を
重
ね
て
き
た
ほ
か
、

東
京
都
町
田
市
と
の
長
年

の
交
流
や
ブ
ラ
ジ
ル
サ
ン

パ
ウ
ロ
日
伯
援
護
協
会
と

の
交
流
な
ど
、
ダ
リ
ア
を

通
じ
た
都
市
間
の
文
化
、

経
済
交
流
の
一
翼
を
担
っ

て
い
る
。

　
一
方
で
、
近
年
で
は
猛

暑
の
影
響
な
ど
に
よ
り
開

園
直
後
の
花
の
生
育
が
十

分
で
な
い
年
が
あ
り
、
入

園
者
数
が
伸
び
悩
む
状
況

も
見
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う

な
状
況
も
踏
ま
え
、
川
西

ダ
リ
ヤ
園
を
中
心
と
し
た

観
光
を
基
本
と
し
な
が
ら

も
、
ダ
リ
ア
だ
け
に
依
存

問
固
定
資
産
税
家
屋

全
棟
調
査
に
係
る

調
査
人
員
配
置
は
、
今
後

ど
う
し
て
い
く
の
か
。

町
長
固
定
資
産
税
家
屋

全
棟
調
査
に
つ
い

て
は
、
公
平
公
正
な
課
税

の
観
点
か
ら
、
令
和
４
年

度
に
町
内
全
家
屋
に
係
る

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
と

現
況
の
不
一
致
家
屋
の
特

定
を
行
う
１
次
調
査
を
実

施
し
、
令
和
５
年
度
・
令

す
る
の
で
は
な
く
、
本
町

の
持
つ
多
様
な
観
光
資
源

を
活
用
し
て
い
く
こ
と
に

つ
い
て
、
そ
の
重
要
性
を

認
識
し
て
い
る
。

　
今
後
の
観
光
行
政
に
つ

い
て
は
、
川
西
ダ
リ
ヤ
園

を
核
と
し
な
が
ら
、
本
町

の
多
様
な
資
源
を
生
か
し

た
通
年
型
観
光
の
研
究
を

進
め
る
と
と
も
に
、
観
光

を
地
域
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
げ
て
い
く
と
い
う
視

点
を
持
ち
な
が
ら
、
関
係

団
体
や
事
業
者
の
方
々
と

連
携
し
本
町
観
光
の
推
進

に
努
め
て
い
く
。

※本町では施設名にはダリヤ
4

を、花名にはダリア
4

を使い分けている

適正な調査計画を進める

入園者増を目指す ＝ 川西ダリヤ園

予　算

審　議

橋
本
　
欣
一
議
員

若
者
・
女
性
活
躍
推
進
事
業
の
内
容
は

若
者
・
女
性
活
躍
推
進
事
業
の
内
容
は

髙
橋
輝
行
議
員

予
算
編
成
を
枠
配
分
方
式
と
し
た
ね
ら
い
は

予
算
編
成
を
枠
配
分
方
式
と
し
た
ね
ら
い
は

髙
橋
輝
行
議
員

川
西
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
廃
止

川
西
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
廃
止

条
例
・
過
疎
計
画
な
ど
に
対
す
る
総
括
質
疑

令
和
８
年
度
予
算
に
対
す
る
総
括
質
疑

３月定例会の議決状況
議会基本条例の規定により賛否の分かれたもののみ、各議員の議案に対する賛否状況を報告する。次

は
予
算
審
査 

分
科
会

町長に聞く
予算審査の分科会で、特に政策的な事項を
町長に聞いた

固
定
資
産
税
家
屋
全
棟
調
査
に
係
る

調
査
員
の
配
置
は

第
１
分
科
会

今
後
の
観
光
行
政
の
在
り
方
は

第
２
分
科
会

（14）（14）（15）（15） 議 会 だ よ り議 会 だ よ り
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問
若
者
・
女
性
活
躍

推
進
事
業
は

企
画
財

政
課
長
第
６
次
川
西
町
総

合
計
画
に
お
け
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、

地
域
未
来
交
付
金
を
活
用

し
て
実
施
す
る
事
業
で
あ

る
。

意
見

交
付
金
の
活
用
に

あ
た
っ
て
は
、
強

い
地
方
経
済
の
実
現
に
向

け
て
有
効
活
用
す
る
こ
と
。

ま
た
、「
川
西
１
０
０
チ

ャ
レ
ン
ジ
補
助
金
」や「
恩

送
り
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
の

新
規
事
業
に
つ
い
て
、
町

民
に
対
し
丁
寧
な
周
知
を

行
う
よ
う
に
。

問
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
支

援
事
業
は

政
策
推

進
課
長
県
を
中
心
に
広
域

的
な
婚
活
を
行
っ

て
い
く
。

意
見

町
独
自
の
事
業
も

展
開
し
、
出
会
い

の
場
、
交
流
の
機
会
を
創

出
し
な
が
ら
少
子
化
対
策

に
つ
な
げ
る
よ
う
に
。

問
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
は

政
策
推

進
課
長
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
に
４
件
の

申
請
が
あ
る
。

意
見

事
業
の
不
採
択
団

体
に
対
し
、
町
独

自
の
支
援
策
を
検
討
す
る

よ
う
に
。

問
賦
課
徴
収
事
務
経

費
は

税
務
会

計
課
長
固
定
資
産
税
家
屋

全
棟
調
査
に
つ
い

て
は
、
令
和
７
年
度
末
を

も
っ
て
一
旦
休
止
と
す
る
。

意
見

再
開
予
定
時
期
を

明
確
に
し
な
が
ら
、

早
期
に
再
開
す
る
よ
う
に
。

問
消
防
水
利
整
備
事

業
は

総
務

課
長
計
画
的
な
自
然
水

利
の
防
火
水
槽
改

修
を
行
う
。

意
見

防
火
機
能
の
維
持

管
理
の
た
め
、
改

修
を
継
続
す
る
よ
う
に
。

問
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ

ラ
ザ
管
理
運
営
経

費
は

教
育
文

化
課
長
施
設
内
の
空
調
に

つ
い
て
、
雪
冷
房

の
使
用
は
令
和
８
年
度
限

り
と
し
電
気
冷
房
の
再
整

備
を
進
め
る
。

意
見

雪
冷
房
の
使
用
を

終
え
る
に
あ
た
り
、

こ
れ
ま
で
の
効
果
を
総
括

す
る
よ
う
に
。

問
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
募
集
状
況
は

ど
う
か

商
工
観

光
課
長
令
和
８
年
度
は
新

た
に
２
人
の
隊
員

を
募
集
し
、
地
域
課
題
解

決
に
取
り
組
む
。

意
見

任
期
終
了
後
は
本

町
に
定
住
す
る
よ

う
に
努
め
る
べ
き
。

問
川
西
応
援
大
使
は

ど
の
よ
う
な
活
動

か商
工
観

光
課
長
本
町
出
身
や
縁
の

あ
る
個
人
も
し
く

は
団
体
に
委
嘱
し
て
い
る
。

本
町
の
魅
力
と
情
報
発
信

を
お
願
い
し
て
い
る
。

意
見

本
町
の
イ
メ
ー
ジ

向
上
に
つ
な
げ
る

よ
う
に
。

問
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
利
用
状
況

は
ど
う
か

健
康
子
育

て
課
長

平
日
は
も
ち
ろ
ん

土
、
日
曜
日
の
開

所
な
ど
で
利
用
し
や
す
い

運
営
に
努
め
て
い
る
。

意
見

今
後
も
利
用
者
の

増
加
に
向
け
、
案

内
を
積
極
的
に
行
い
、
施

設
の
認
知
度
を
高
め
る
よ

う
努
力
す
べ
き
。

問
粗
大
ご
み
収
集
運

搬
業
務
を
休
止
す

る
理
由
は

住
民

課
長
収
集
事
業
を
見
直

す
た
め
一
時
休
止

し
、
直
接
個
人
搬
入
で
対

応
と
の
方
針
と
し
た
。
ニ

ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い

く
。

意
見

住
民
の
要
望
把
握

に
努
め
、
再
開
を

検
討
す
る
よ
う
に
。

問
鳥
獣
被
害
が
増
え

て
い
る
。
今
後
の

鳥
獣
被
害
防
止
対
策
は

農
林

課
長
集
落
支
援
員
制
度

を
活
用
し
、
新
た

に
有
害
鳥
獣
対
策
員
を
１

人
雇
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

当
面
は
猟
友
会
な
ど
と
の

連
絡
協
調
を
図
る
役
割
を

担
う
。

問
新
規
就
農
支
援
事

業
の
内
容
は

農
林

課
長
令
和
８
年
度
新
規

就
農
者
の
事
業
対

象
者
は
現
在
５
人
で
あ
り
、

１
人
当
た
り
１
５
０
万
円

を
活
動
助
成
す
る
。
新
た

に
増
え
た
場
合
は
、
補
正

予
算
で
対
応
し
新
規
就
農

を
支
援
し
て
い
く
。

意
見

さ
ら
な
る
新
規
就

農
者
の
確
保
に
努

め
る
よ
う
に
。

本年度で役割を終える雪室土・日開所で利用しやすい運営に努めている ＝ 子育て支援センターこあら

次
は
人
事
な
ど

予　算
審　査

８年度８年度

性の活躍を後押し性の活躍を後押し６総スタート、若者･６総スタート、若者･女女

地
域
未
来
交
付
金
の
活
用
は

地
域
未
来
交
付
金
の
活
用
は

地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

新
た
に

新
た
に
22
人
追
加

人
追
加

第 １第 １
分科会分科会

総務文教総務文教

第 ２第 ２
分科会分科会

産業厚生産業厚生
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①
江え

も
と本　

久ひ
さ
の
り憲 

氏

（
新
任
）
小
松
地
区

②
平ひ

ら
た田　
壽と

し
か
ず和 

氏

（
再
任
）
大
塚
地
区

③
渡わ

た
な
べ部　

正ま
さ
ひ
ろ広 

氏

（
新
任
）
犬
川
地
区

④
情せ

い
の野　

市い
ち
そ
ん孫 

氏

（
新
任
）
中
郡
地
区

⑤
高た

か
は
し橋　

隆た
か
し士 

氏

（
新
任
）
玉
庭
地
区

⑥
竹た

け
だ田　

浩ひ
ろ
の
り徳 

氏

（
再
任
）
東
沢
地
区

⑦
新に

い
の野　

勝か
つ
ひ
ろ廣 

氏

（
再
任
）
吉
島
地
区

⑧
松ま

つ
や
ま山　

緩ひ
ろ
こ子 

氏

（
新
任
）
小
松
地
区

⑨
遠え

ん
ど
う藤　

　
愛あ

い 

氏

（
再
任
）
吉
島
地
区

⑩
後ご

と
う藤　

満み
つ
よ
し良 

氏

（
再
任
）
小
松
地
区

全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

⃝

嶋し
ま

貫ぬ
き　

榮え
い
じ次 

氏

再
任
（
大
字
上
小
松
）

略
歴

平
成
26
年
置
賜
総
合
支
庁

建
設
部
建
設
企
画
課
長

平
成
27
年
置
賜
広
域
病
院

組
合
事
務
局
長

平
成
29
年
定
年
退
職

全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

⃝

齋さ
い
と
う藤　

幸ゆ
き
お夫 

氏

再
任
（
大
字
莅
）

全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

⃝

寒さ

河が

江え　
司

つ
か
さ 

氏

再
任
（
大
字
洲
島
）

全
員
賛
成
に
よ
り
当
選

⃝

黒く
ろ

澤さ
わ

紀き

美み

子こ 

氏

再
任
（
大
字
堀
金
）

⃝

齋さ
い

藤と
う　

　
之

い
た
る 

氏

新
任
（
大
字
吉
田
）

全
員
賛
成
に
よ
り
同
意

・
日
本
酒
原
料
米
支
援

・
小
学
校
・
各
施
設
エ
ネ

ル
ギ
ー
補
助

　
令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
10
号
）
で
、

各
公
共
施
設
の
水
道
光
熱

費
の
高
騰
対
策
と
し
て
の

補
助
、
山
形
鉄
道
施
設
整

備
補
助
、
さ
ら
に
日
本
酒

原
料
米
高
騰
支
援
事
業
に

３
２
９
万
円
、
鳥
獣
被
害

防
止
対
策
（
猟
友
会
支

援
）
に
１
４
７
万
円
な
ど

が
主
な
も
の
で
あ
る
。

　
国
の
子
ど
も
子
育
て
支

援
法
の
改
正
に
よ
り
、
国

民
健
康
保
険
税
に
新
た
に

子
ど
も
子
育
て
支
援
金
分

の
課
税
が
設
け
ら
れ
る
。

課
税
対
象
者
ご
と
に
、
平

均
年
額
３
０
０
０
円
が
加

算
さ
れ
る
。

賛
成
多
数
に
よ
り
可
決

（
反
対
2
人
）

　
ほ
か
に
、
川
西
町
ま
ち

づ
く
り
委
員
会
条
例
、
川

西
町
商
工
業
振
興
資
金
融

資
制
度
基
金
条
例
が
廃
止
。

　
子
ど
も
子
育
て
支
援
制

度
に
よ
る
「
子
供
誰
で
も

通
園
制
度
」
を
実
施
す
る

た
め
に
設
備
お
よ
び
運
営

の
基
準
を
定
め
る
改
正
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　
中
学
校
長
寿
命
化
整
備

事
業
に
お
け
る
過
払
い
金

の
返
還
と
予
算
の
再
計
上
、

繰
上
償
還
・
加
算
金
な
ど

が
増
額
補
正
さ
れ
た
。

　
冬
期
交
通
確
保
事
業
で

除
雪
費
の
１
億
４
０
０
０

万
円
が
増
額
補
正
さ
れ
た
。

請
願
者

川
西
町
大
字
上
小
松

　
　
　
　
　
伊
藤
久
一
郎

紹
介
議
員

　
　
　
　
　
渡
部　
秀
一

　
　
　
　
　
寒
河
江　
司

　
　
　
　
　
髙
橋　
輝
行

請
願
趣
旨

　
当
該
施
設
は
建
築
か
ら

46
年
経
過
し
、
令
和
３
年

度
で
利
用
を
終
了
し
た
。

　
老
朽
化
に
よ
る
危
険
、

不
審
者
や
獣
の
住
み
か
に

な
る
な
ど
の
懸
念
が
あ
る

た
め
、
速
や
か
な
解
体
と

解
体
ま
で
の
間
の
管
理
の

徹
底
を
県
に
働
き
か
け
る

よ
う
請
願
す
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
採
択

請
願
者

三
菱
鉛
筆
株
式
会
社
山
形

工
場
跡
地
利
活
用
を
推
進

す
る
会　
　
園
部　
義
一

紹
介
議
員

　
　
　
　
　
寒
河
江　
司

　
　
　
　
　
髙
橋　
輝
行

　
　
　
　
　
伊
藤　
　
進

　
　
　
　
　
渡
部　
秀
一

請
願
趣
旨
と
審
査
内
容

　
公
立
置
賜
川
西
診
療
所

の
移
転
改
築
計
画
が
進
め

ら
れ
、
隣
接
す
る
三
菱
鉛

筆
山
形
工
場
の
跡
地
利
用

が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
跡

地
利
用
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示

し
中
心
市
街
地
の
発
展
を

推
進
す
る
よ
う
促
す
請
願

で
あ
る
。

　
当
該
地
は
ま
だ
民
地
で

あ
り
、
跡
地
利
用
の
町
へ

の
打
診
が
あ
っ
た
時
点
か

ら
検
討
す
べ
き
と
の
意
見

が
あ
っ
た
が
、
賛
成
多
数

で
採
択
さ
れ
た
。

賛
成
多
数
に
よ
り
採
択

（
反
対
3
人
）

新体制の基で新たなスタート
安定した価格が望まれる

子どもの元気は地域の元気

人　事

　

令
和
８
年
３
月
４
日
、
任
期
満
了
と
な
る
農
業
委
員
の

新
委
員
が
提
案
さ
れ
、
全
員
同
意
さ
れ
た
。
再
任
さ
れ
た

新
野
勝
葊
会
長
は
、
令
和
５
年
３
月
19
日
よ
り
会
長
と
な

る
。
２
期
目
の
任
期
は
令
和
11
年
３
月
18
日
ま
で
。

令
和
８
年
３
月
31
日
で
任

期
満
了
と
な
る
た
め
提
案

す
る
も
の
。

松
川
堰
組
合
管
理
者
よ
り

告
知
が
あ
っ
た
の
で
、
議

会
の
選
挙
を
求
め
る
も
の
。

令
和
８
年
３
月
17
日
で
任

期
満
了
と
な
る
た
め
提
案

す
る
も
の
。

法
務
大
臣
よ
り
推
薦
の
依

頼
が
あ
っ
た
の
で
、
議
会

へ
意
見
を
求
め
る
も
の
。

農
業
委
員
に
同
意

新

監
査
委
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
同
意

松
川
堰
組
合
議
会
議
員

人
権
擁
護
委
員
推
薦

竹
田
浩
徳

平
田
壽
和

高
橋
隆
士

松
山
緩
子

新
野
勝
廣

渡
部
正
広

後
藤
満
良

江
本
久
憲

遠
藤
愛

情
野
市
孫

敬
称
略

次
は
一
般
質
問

条　例

補　正
予　算

国
民
健
康
保
険
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

山
形
県
総
合
コ
ロ
ニ
ー
希
望
が

丘
職
員
宿
舎
に
関
す
る
請
願

三
菱
鉛
筆
株
式
会
社
山
形
工
場
移

転
後
の
跡
地
利
活
用
に
係
る
請
願

川
西
町
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
お
よ
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

物
価
高
騰

対
策
な
ど
に

重
点
増
額

子
ど
も
子
育
て

支
援
金
の
た
め

国
保
税
改
正

１
月
28
日
臨
時
会

（
一
般
会
計
補
正
予
算
第
８
号
）

２
月
20
日
臨
時
会

（
一
般
会
計
補
正
予
算
第
９
号
）

請　願
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※一般質問　議員が町の行財政全般に関し、執行者所見や疑義について質問できる
ものである。質問時間は１人につき質問答弁を含め60分以内とする。

次回定例会は6月です
議会傍聴においでください

定例会本会議、予算特別委員会はNCV、インターネットで生中継。議会フェイスブックもご覧ください。

まちの未来が見える （３月定例会の傍聴者は２人）

どなたでも傍聴できます
（事前連絡は不要です

役場３階においでください）

一般質問は、議会ホームページの録画中継によって見ることができます。（https://www.town.kawanishi.yamagata.jp）
白 抜きの数字は掲載された質問。

Ｐ21 橋本　欣一　議員
❶ カスタマーハラスメント対策
❷ 公共施設の使用料
❸ 公立置賜川西診療所周辺の環境整備

Ｐ22 舩山　千鶴　議員
❶ 保育料の負担軽減
❷ スクールバスの運用

Ｐ23 寒河江寿樹　議員
❶ 公共施設等における熱中症対策等
❷ 各種ハラスメント対策等
❸ 部活動における今後の地域展開

Ｐ24 吉村　　徹　議員
❶ 給食費無償化
❷ 農家戸数の減少
❸ 第６次川西町総合計画

Ｐ25 伊藤　　進　議員 ❶ 新たな活力あるまちづくり

Ｐ26 髙橋　輝行　議員
❶ 令和８年度当初予算
❷ 川西町の職員数

橋
本
窓
口
や
住
民
対
応

の
際
、
暴
言
や
過

度
な
要
求
は
、
現
場
の
職

員
を
委
縮
、
疲
弊
さ
せ
て

し
ま
い
見
逃
せ
な
い
課
題

で
あ
る
。
職
員
の
心
身
の

安
全
は
質
の
高
い
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
基
盤
で
あ
る
。

現
状
把
握
は
ど
う
か
。

町
長
町
長
全
職
員
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
20
・
８

％
の
職
員
が
カ
ス
ハ
ラ
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
と
の

回
答
で
あ
っ
た
。
具
体
的

に
は
ク
レ
ー
ム
や
要
求
を

執
拗
に
繰
り
返
さ
れ
た
、

大
声
で
怒
鳴
ら
れ
た
、
侮

辱
的
な
発
言
や
脅
し
、
名

誉
棄
損
、
人
格
否
定
の
発

言
や
態
度
が
あ
っ
た
な
ど

の
結
果
で
あ
っ
た
。
令
和

７
年
10
月
に
川
西
町
カ
ス

タ
ー
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

予
防
、
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
策
定
、
実
施
し
て
い
る
。

内
容
は
カ
ス
ハ
ラ
の
定
義
、

認
定
、
予
防
、
対
応
を
記

載
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

警
察
へ
の
通
報
、
弁
護
士

へ
の
相
談
も
示
し
て
い
る
。

橋
本
物
価
高
騰
に
よ
り
、

施
設
の
維
持
管
理

コ
ス
ト
が
増
大
し
て
い
る
。

一
部
利
用
者
負
担
も
考
え

ら
れ
る
が
、
一
方
で
は
物

価
高
で
苦
し
む
町
民
に
と

っ
て
は
安
価
で
利
用
し
や

す
い
施
設
と
す
べ
き
だ
が
、

考
え
方
は
。

町
長
町
長
財
政
健
全
化
と
施

設
の
維
持
可
能
性

橋
本
川
西
診
療
所
が
整

備
さ
れ
る
羽
前
小

松
駅
前
は
道
路
が
狭
く
、

交
差
点
で
の
出
入
り
と
な

る
た
め
、
特
に
高
齢
者
の

車
で
の
通
院
の
不
安
が
あ

を
考
慮
す
る
と
、
利
用
者

負
担
の
原
則
を
踏
ま
え
使

用
料
の
検
討
を
考
え
て
い

る
。
公
平
性
の
確
保
、
算

定
方
式
の
統
一
性
、
減
免

規
定
、
改
定
額
の
適
正
化

な
ど
の
観
点
か
ら
作
業
を

進
め
て
い
る
。

橋
本
値
上
げ
が
あ
る
と

す
れ
ば
、
十
分
な

説
明
と
値
上
げ
分
を
、
効

果
や
利
用
の
満
足
度
で
カ

バ
ー
し
て
欲
し
い
。

る
。
駅
前
と
周
辺
の
環
境

整
備
も
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
町
長
国
道
と
県
道
の
交

差
点
で
、
歩
道
や

側
溝
の
老
朽
化
が
進
行
し
、

狭
い
個
所
も
あ
り
安
全
な

通
行
に
影
響
が
出
て
い
る
。

ま
た
、
交
通
量
も
多
く
事

故
が
発
生
す
る
危
険
性
が

高
い
。
国
、
県
に
対
し
て

重
要
事
項
要
望
と
し
て
道

路
整
備
を
要
望
し
て
い
る
。

橋
本
隣
地
企
業
敷
地
の

方
向
性
は
。

町
長
町
長
ま
ち
づ
く
り
に
欠

か
せ
な
い
魅
力
あ

る
重
要
な
土
地
で
あ
る
。

町
の
考
え
を
伝
え
な
が
ら

協
議
し
て
い
く
。

※カスハラ　カスタマーハラスメント。就業者を大声で執拗に責め立てることなど

川西町議会HP
QRコード

川西町議会FB
QRコード

橋本欣一 議員

職員は名字だけの表示になります。

町政を問う町政を問う

66人の議員がするどく一般質問
定例会第２日目に一般質問が行われ、６人の議員が町政について質問しました。（発言順）に掲載します。

かわにしのここが聞きたい
カ
ス
ハ
ラ

本町の本町のカカ
※※

スハラ対策はスハラ対策は

　町長 ー 予防・対応マニュアルを策定

公
共
施
設
使
用
料
の

考
え
方
は

羽
前
小
松
駅
周
辺
の

環
境
整
備
は
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舩
山
保
育
料
の
負
担
軽

減
の
現
状
と
課
題

は
。町

長
町
長
本
町
で
は
国
の
制

度
に
よ
り
、
３
～

５
歳
児
の
保
育
料
は
無
償

化
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、

第
３
子
以
降
の
無
償
化
や

第
２
子
の
軽
減
な
ど
、
段

階
的
に
保
育
料
の
負
担
軽

減
を
進
め
て
き
た
。
さ
ら

に
町
独
自
の
取
り
組
み
と

し
て
、
第
２
子
以
降
の
保

育
料
を
所
得
制
限
な
く
無

償
化
す
る
な
ど
支
援
を
拡

充
し
て
い
る
。
ま
た
課
題

に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の

子
ど
も
が
安
心
し
て
保
育

を
利
用
で
き
る
よ
う
、

国
・
県
・
市
町
村
が
連
携

し
て
進
め
る
よ
う
要
望
し

て
い
る
。

舩
山
無
償
化
拡
充
の
検

討
状
況
は
。

町
長
町
長
こ
れ
ま
で
保
育
料

無
償
化
を
実
施
し

て
い
な
か
っ
た
世
帯
の
保

育
料
の
無
償
化
を
、
令
和

８
年
度
の
予
算
案
に
計
上

し
て
い
る
。

舩
山
財
源
確
保
と
実
施

可
能
性
は
。

町
長
町
長
令
和
８
年
度
の
予

算
案
に
お
け
る
保

育
料
無
償
化
の
財
源
に
つ

い
て
、
令
和
７
年
度
の
国

の
補
正
予
算
で
計
上
さ
れ

た
物
価
高
騰
対
応
重
点
支

援
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
充
当
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

舩
山
保
育
料
無
償
化
の

町
長
の
方
針
は
。

町
長
町
長
子
育
て
支
援
の
充

実
と
し
て
保
育
料

無
償
化
を
掲
げ
、
令
和
８

年
度
か
ら
予
算
に
盛
り
込

み
実
施
す
る
方
針
を
示
し

た
。
今
後
も
「
子
育
て
す

る
な
ら
川
西
町
」
と
思
え

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
。

舩
山
保
育
料
無
償
化
は

子
育
て
世
帯
の
支

援
に
と
ど
ま
ら
ず
、
第
２

子
以
降
へ
の
上
乗
せ
支
援
、

多
子
世
帯
へ
の
支
援
な
ど
、

人
口
減
少
対
策
の
柱
と
な

る
よ
う
、
さ
ら
な
る
施
策

の
検
討
を
求
め
た
。

寒
河
江
公
共
施
設
に
お
け

る
熱
中
症
対
策
の

今
後
の
在
り
方
の
検
討
状

況
は
。

町
長
町
長
教
育
環
境
の
充
実

と
災
害
時
の
避
難

環
境
の
改
善
を
一
体
的
に

捉
え
、
健
康
、
教
育
、
防

災
の
各
分
野
が
連
携
し
な

が
ら
、
安
全
、
安
心
な
施

設
環
境
の
整
備
に
努
め
て

い
く
。

寒
河
江
公
共
施
設
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
は
。

町
長
町
長
現
在
75
パ
ー
セ
ン

ト
以
上
の
切
り
替

え
が
完
了
し
て
お
り
、
残

り
の
施
設
に
つ
い
て
は
、

施
設
の
利
用
計
画
に
よ
り

進
め
て
い
く
。

寒
河
江
各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
対
策
は
ど
う
か
。

寒
河
江
部
活
動
に
お
け
る

今
後
の
地
域
展
開

と
認
定
地
域
ク
ラ
ブ
の
状

況
は
。

教
育
長

教
育
長
令
和
８
年
度
か
ら

は
、
原
則
中
学
校

の
部
活
動
は
平
日
の
み
と

し
、
休
日
は
活
動
を
希
望

す
る
生
徒
が
、
地
域
ク
ラ

ま
で
の
運
行
を
継
続
す
る

が
、
練
習
試
合
な
ど
の
た

め
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
要

望
に
つ
い
て
は
、
利
用
回

数
を
設
定
す
る
な
ど
検
討

し
て
い
く
。

寒
河
江
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
な

ど
へ
の
補
助
金
の

今
後
の
在
り
方
と
、
国
体

か
ら
34
年
後
の
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
の
振
興
は
。
今
後
、

中
体
連
主
催
の
大
会
が
な

く
な
っ
た
時
、
町
か
ら
の

補
助
金
は
ど
の
よ
う
に
。

教
育
長

教
育
長
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
に

つ
い
て
は
、
今
後

も
強
化
、
普
及
を
図
っ
て

行
く
。
各
種
派
遣
、
補
助

金
に
つ
い
て
は
、
同
一
の

基
準
を
設
定
し
、
今
後
も

競
技
間
の
平
等
性
が
保
た

れ
る
よ
う
に
し
て
い
く
。

ま
た
、
中
体
連
主
催
の
大

会
が
な
く
な
っ
た
時
の
補

助
金
の
在
り
方
は
、
部
活

動
改
革
の
過
渡
期
で
あ
り
、

今
後
、
町
に
お
い
て
検
討

を
進
め
て
い
く
。

町
長
町
長
町
職
員
に
対
し
て

は
、
川
西
町
安
全

配
慮
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
管
理

職
に
配
布
し
、
各
種
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
に
努
め
る

と
と
も
に
、
カ
ス
ハ
ラ
の

対
策
と
し
て
は
、
カ
ス
ハ

ラ
予
防
・
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
策
定
し
、
職
員
に
対

応
な
ど
を
示
し
て
い
る
。

舩
山
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
用
拡
充
の
意
向

は
。

教
育
長

教
育
長
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
用
基
準
は
平
成

23
年
度
に
設
定
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
通
学
状
況
を
踏

ま
え
て
見
直
し
を
行
い
、

令
和
８
年
度
か
ら
通
学
距

離
「
お
お
む
ね
３
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
上
」
を
基
準
に

運
用
し
て
い
く
。
ま
た
、

希
望
制
に
よ
る
利
用
拡
充

に
つ
い
て
は
事
例
を
調
査

し
、
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ

ッ
ト
を
整
理
し
な
が
ら
調

査
・
研
究
す
る
。
さ
ら
に
、

交
通
安
全
対
策
と
し
て
学

校
周
辺
の
混
雑
緩
和
や
生

徒
へ
の
交
通
安
全
指
導
を

学
校
と
連
携
し
て
実
施
し
、

今
後
も
小
中
学
生
の
安
全

な
通
学
に
努
め
て
い
く
。

ブ
な
ど
に
所
属
し
活
動
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

認
定
地
域
ク
ラ
ブ
の
現
在

の
状
況
は
、
12
団
体
の
申

請
が
あ
り
、
今
後
、
認
定

手
続
き
を
行
い
、
生
徒
た

ち
に
周
知
し
て
い
く
。

寒
河
江
中
学
校
・
町
内
の

公
共
施
設
の
使
用

お
よ
び
使
用
料
に
つ
い
て

と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

教
育
長

教
育
長
認
定
地
域
ク
ラ
ブ

は
中
学
校
の
体
育

館
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
町
内

の
公
共
施
設
で
の
練
習
が

で
き
る
よ
う
に
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
休
日
は
３
時

間
の
使
用
料
を
免
除
し
て

い
く
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
休
日
の
学
校

子育てを気軽に相談 ＝ 子育て支援センター認定地域クラブで安定した活動に ＝ 町民総合体育館

舩山千鶴 議員寒河江寿樹 議員

かわにしの ここが聞きたい
保育料

保
育
料
負
担
軽
減
は

保
育
料
負
担
軽
減
は

　
町
長 

ー 
令
和
8
年
度
よ
り
無
償
化
す
る

熱
中
症
対
策

公共施設 熱中症対策の今後の在り方は公共施設 熱中症対策の今後の在り方は

　町長 ー 安全・安心な施設環境に努めていく

認
定
地
域
ク
ラ
ブ
の

状
況
は

一　般
質　問
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吉
村
全
国
的
に
給
食
費

無
償
化
を
実
施
す

る
自
治
体
の
増
加
や
無
償

化
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

団
体
な
ど
の
運
動
に
よ
り

令
和
８
年
４
月
か
ら
国
で

は
、
小
学
校
の
給
食
費
助

成
の
予
算
が
計
上
さ
れ
た

と
あ
る
が
、
本
町
で
の
取

り
組
み
は
。

教
育
長

教
育
長
公
立
小
学
校
に
お

け
る
基
準
額
は
一

人
当
た
り
月
額
５
２
０
０

円
と
な
っ
て
い
る
。
本
町

に
お
い
て
は
、
国
の
交
付

金
に
よ
り
小
学
校
給
食
費

の
約
80
パ
ー
セ
ン
ト
の
負

担
軽
減
を
図
っ
て
い
く
。

吉
村
今
後
中
学
校
の
給

食
費
無
償
化
に
向

け
て
も
検
討
す
る
と
あ
る

が
。　

教
育
長

教
育
長
国
は
、
小
中
学
校

の
給
食
実
施
状
況

の
違
い
な
ど
を
含
め
た
課

題
の
整
理
を
行
っ
た
う
え

で
検
討
し
て
い
る
。
本
町

で
は
、
物
価
高
騰
に
よ
る

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、

一
食
当
た
り
50
円
の
補
助

を
実
施
し
て
い
く
。

吉
村
４
月
か
ら
10
年
間

の
計
画
期
間
と
な

る
、
第
６
次
川
西
町
総
合

計
画
の
周
知
は
。

町
長
町
長
行
政
だ
け
で
は
な

く
町
民
と
と
も
に

推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
の
計
画
公
開
、
町
報

へ
の
掲
載
、
概
要
版
の
全

戸
配
布
を
行
う
。
ま
た
、

事
業
を
実
施
す
る
際
な
ど
、

折
に
触
れ
て
本
計
画
の
内

容
と
各
施
策
に
つ
い
て
周

知
し
て
い
く
。

伊
藤
早
く
農
業
基
盤
整

備
が
な
さ
れ
な
い

の
か
と
の
話
が
出
て
き
て

い
る
。

町
長
町
長
基
盤
整
備
を
通
じ

て
計
画
に
基
づ
く

土
地
利
用
、
営
農
活
動
に

よ
り
、
地
域
の
安
定
的
な

農
業
経
営
に
繋
げ
て
い
く

こ
と
が
、
何
よ
り
大
切
で

あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

伊
藤
「
稼
げ
る
農
業
」

を
よ
り
強
く
進
め

る
た
め
に
も
、
よ
り
早
い

取
り
組
み
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
。

町
長
町
長
今
後
も
引
き
続
き
、

要
望
地
区
内
に
お

い
て
県
農
村
計
画
課
、
米

沢
平
野
土
地
改
良
区
、
白

川
土
地
改
良
区
と
連
携
し

な
が
ら
、
土
地
利
用
計
画
、

営
農
計
画
な
ど
の
策
定
作

業
を
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

伊
藤
こ
の
事
業
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
担

い
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

状
況
を
改
善
し
て
い
く
こ

と
に
も
繋
が
っ
て
い
く
と

思
う
が
。

町
長
町
長
本
事
業
の
町
の
負

担
は
事
業
費
の
10

％
と
大
き
な
財
政
負
担
で

は
あ
る
が
、
今
後
の
農
業

人
口
減
少
、
担
い
手
不
足

の
解
消
に
向
け
、
本
町
基

幹
産
業
、
食
料
生
産
地
と

し
て
優
良
農
地
を
守
る
と

と
も
に
、
農
家
収
益
の
向

上
に
つ
な
が
る
よ
う
、
適

切
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

伊
藤
町
で
は
新
た
に
ダ

リ
ヤ
園
オ
リ
ジ
ナ

ル
品
種
を
生
か
し
た
ブ
ラ

ン
ド
「
山
形
セ
レ
ク
シ
ョ

ン
ダ
リ
ア
」
の
本
格
販
売

を
始
め
た
が
、
状
況
は
ど

う
か
。

町
長
町
長
山
形
県
オ
リ
ジ
ナ

ル
ブ
ラ
ン
ド
確
立

と
市
場
に
お
け
る
本
県
産

ダ
リ
ア
の
有
利
販
売
を
目

指
す
取
り
組
み
で
あ
る
。

　
有
望
オ
リ
ジ
ナ
ル
10
品

種
類
選
定
後
、
試
作
栽
培

と
市
場
調
査
を
重
ね
、
令

和
６
年
度
か
ら
「
チ
ョ
メ

ル
」
と
「
光
の
矢
」
の
２

種
類
が
販
売
開
始
さ
れ
た
。

伊
藤
置
賜
農
業
高
等
学

校
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
冬
咲
き
ダ
リ
ア
も
、

町
の
観
光
、
地
場
産
業
に

つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長
町
長
置
賜
農
高
で
は
、

農
業
を
通
し
た
地

域
資
源
の
活
用
を
学
ぶ
た

め
、「
冬
咲
き
ダ
リ
ア
」

栽
培
が
行
わ
れ
、
東
京
都

吉
村
本
町
に
お
け
る
農

家
の
減
少
状
況
は
。

町
長
町
長
今
後
、
国
か
ら
提

供
さ
れ
る
情
報
を

注
視
し
て
い
く
が
、
大
き

く
減
少
し
て
い
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。

吉
村
廃
業
さ
れ
た
農
地

の
受
託
状
況
は
。

町
長
町
長
限
ら
れ
た
担
い
手

で
農
地
を
守
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
兼
業
農

家
な
ど
を
含
め
た
幅
広
い

担
い
手
に
お
い
て
農
地
を

集
約
し
な
が
ら
耕
作
す
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
る
。

吉
村
令
和
８
年
度
産
の

生
産
者
米
価
、
消

費
者
米
価
の
情
勢
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ

て
い
る
か
。

町
長
町
長
今
後
の
民
間
在
庫

量
や
販
売
動
向
に

よ
り
、
米
価
の
下
落
も
予

想
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

米
価
の
動
向
は
農
業
経
営

に
直
結
す
る
も
の
で
あ
り
、

安
定
し
た
農
業
経
営
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

国
、
県
に
要
望
し
て
い
く
。

そ
の
他

の
質
問
社
会
教
育
士
の

人
材
育
成
に
つ

い
て
教
育
長
へ
の
質
問
を

行
っ
た
。

の
市
場
へ
出
荷
し
た
り
地

元
の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
さ

れ
て
い
る
。
町
と
し
て
も
、

観
光
お
よ
び
農
業
の
振
興

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
研

究
し
て
い
く
。

吉村　徹 議員伊藤　進 議員

暗渠パイプ布設工事 ＝ 西大塚地内 学校給食の無償化が望まれている ＝ 犬川小学校調理室

かわにしの ここが聞きたい
学校給食

学
校
給
食
の
無
償
化
は

学
校
給
食
の
無
償
化
は

　
教
育
長 
ー 
小
学
校
は
80
％
負
担
軽
減
し
て
い
く

農
業

農業基盤整備事業の進展は農業基盤整備事業の進展は

　町長 ー 計画的に進めていく

本
町
農
業
の
現
況
は

稼
げ
る
産
業
づ
く
り

に
つ
い
て

一　般
質　問
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髙
橋
令
和
８
年
度
当
初

予
算
に
つ
い
て
は
、

１
１
９
億
８
８
０
０
万
円

で
、
前
年
度
対
比
12
・
８

％
減
額
と
の
説
明
が
あ
っ

た
。
令
和
７
年
度
の
当
初

予
算
規
模
は
、
１
３
７
億

４
千
万
円
と
な
っ
て
お
り
、

大
幅
な
減
額
と
な
っ
て
い

る
。
か
ね
て
か
ら
、
川
西

町
の
身
の
丈
に
あ
っ
た
予

算
は
１
０
０
億
円
程
度
と

言
っ
て
き
た
。
令
和
８
年

度
予
算
の
中
で
公
立
置
賜

総
合
病
院
分
の
地
方
交
付

　
補
正
予
算
（
第
６
号
）

の
専
決
処
分
が
提
案
さ
れ

た
。
物
価
高
騰
対
策
に
よ

る
も
の
で
、
１
億
５
６
１

３
万
１
千
円
を
増
額
補
正
。

ま
た
、
補
正
予
算
（
第
７

号
）
と
し
て
、
衆
議
院
選

挙
な
ど
の
費
用
と
し
て
１

２
９
２
万
７
千
円
を
増
額

補
正
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

経　
過
議
会
の
さ
ら
な

る
活
性
化
と
町
民
負
託
に

的
確
に
応
え
る
こ
と
を
目

指
し
、
議
員
定
数
な
ど
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
行
う

た
め
、
令
和
７
年
６
月
17

日
開
催
の
議
会
定
例
会
に

お
い
て
本
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
３
月
に
調
査
結

果
が
報
告
さ
れ
た
。

　
多
様
な
住
民
の
意
見
を

集
約
し
町
政
に
反
映
さ
せ

る
た
め
に
は
、
一
定
数
の

議
員
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
町
に
お
い
て
は
令
和

元
年
に
15
名
か
ら
14
名
、

令
和
５
年
に
13
名
に
減
員

し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
必
要
以
上
の
定
数
削
減

は
、
執
行
機
関
の
監
視
・

　
近
隣
置
賜
４
町
を
中
心

に
県
内
町
村
議
会
の
会
期

日
程
と
比
較
し
、
本
町
議

会
定
例
会
に
お
け
る
効
率

化
の
可
能
性
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。

　
本
町
議
会
の
分
科
会
審

査
は
、
所
管
課
の
係
長
以

上
が
出
席
。
議
案
内
容
の

詳
細
な
説
明
を
受
け
る
こ

と
で
、
相
互
理
解
を
深
め

な
が
ら
審
査
を
行
っ
て
い

る
。

　
こ
れ
ら
の
運
営
を
継
続

し
つ
つ
、
効
率
化
で
き
る

部
分
に
つ
い
て
協
議
を
行

っ
た
結
果
、
３
月
定
例
会

（
予
算
）、
９
月
定
例
会

（
決
算
）
の
分
科
会
日
程

を
短
縮
す
る
方
向
で
検
討

す
る
こ
と
と
し
た
。

　
補
正
予
算
（
第
９
号
）

が
提
案
さ
れ
た
。

　
冬
期
交
通
確
保
、
福
祉

灯
油
の
上
乗
せ
分
、
病
院

企
業
団
構
成
団
等
負
担
金

１
億
６
２
４
７
万
円
を
増

額
補
正
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

　
令
和
６
年
度
決
算
審
査

に
お
い
て
、
監
査
委
員
か

ら
の
指
摘
に
よ
り
内
容
を

精
査
、
事
務
処
理
の
錯
誤

に
よ
る
過
払
い
を
確
認
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
減
給
処

分
（
２
カ
月
）
を
行
っ
た

も
の
で
あ
る
。

全
員
賛
成
に
よ
り
可
決

役職 削減率 金額（月額）

町　長 30% 84万円→ 58万8000円

副町長 25% 67万円→ 50万2500円

教育長 20% 58万5千円→ 46万8000円

合　計 155万8500円

牽
制
機
能
の
低
下
も
懸
念

さ
れ
る
。

　
ま
た
、
報
酬
と
の
関
連

で
は
、
議
員
報
酬
を
増
額

す
る
代
わ
り
に
議
員
定
数

を
安
易
に
削
減
す
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
と
い
う
全

国
町
村
議
会
議
長
会
の
指

摘
を
踏
ま
え
、
検
討
し
た
。

　
議
員
か
ら
の
意
見
集
約

で
は
、
議
員
定
数
の
現
状

維
持
が
10
人
、
３
人
減
員

が
１
人
。
議
員
報
酬
は
、

議
員
定
数
を
３
人
減
員
し

た
う
え
で
５
万
円
増
額
が

１
人
、
議
員
定
数
を
現
状

維
持
と
し
た
う
え
で
１
万

５
千
円
増
額
が
１
人
、
１

万
円
増
額
が
４
人
、
若
干

の
増
額
が
５
人
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
検

討
の
結
果
、
議
員
定
数
は

現
状
の
13
人
を
維
持
し
、

①
県
内
町
村
議
会
議
員
報

酬
の
上
限
を
参
考
と
し
つ

つ
、
議
長
、
副
議
長
を
含

め
て
、
一
定
額
の
増
額
を

行
う
べ
き
で
あ
る
。

②
議
会
の
情
報
発
信

　
議
会
だ
よ
り
で
年
４
回

シ
リ
ー
ズ
化
し
て
掲
載
し
、

女
性
が
立
候
補
し
や
す
い

環
境
の
整
備
を
図
る
。　

③
出
前
講
座
の
実
施

　
議
会
や
議
員
活
動
を
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
要
請
が
あ
れ
ば

出
前
講
座
を
実
施
す
る
。

税
が
普
通
交
付
税
と
特
別

交
付
税
分
を
合
わ
せ
て
13

億
円
強
あ
る
。
こ
れ
を
差

し
引
い
て
計
算
す
る
と
１

０
０
億
円
に
近
い
予
算
で

あ
り
、
こ
れ
ま
で
と
比
較

す
る
と
、
緊
縮
し
た
予
算

で
あ
る
と
見
て
い
る
。

　
国
で
は
、
高
市
総
理
大

臣
が
「
責
任
あ
る
積
極
財

政
」
を
揚
げ
、
投
資
と
成

長
の
好
循
環
を
生
み
出
し

て
い
く
と
し
て
い
る
。
川

西
町
に
お
い
て
は
、
１
０

０
億
円
を
一
つ
の
目
標
と

し
な
が
ら
も
、
町
民
の
負

託
に
応
え
、
懸
案
事
項
を

解
決
す
る
た
め
に
は
財
政

規
律
の
範
囲
内
で
、
時
に

は
財
政
出
動
も
必
要
で
は

な
い
か
。
や
る
べ
き
こ
と

は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
し
、
目
標
を
超
え
て
や

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

も
あ
る
と
思
う
が
、
町
長

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

町
長
町
長
町
税
や
地
方
交
付

税
が
今
後
減
少
し

て
い
く
と
想
定
さ
れ
る
。

身
の
丈
に
あ
っ
た
予
算
規

模
を
考
え
て
い
る
。

髙
橋
近
年
、
地
方
公
共

団
体
の
職
員
に
つ

い
て
は
、
技
術
職
を
中
心

に
公
務
員
の
な
り
手
不
足

が
深
刻
化
し
、
業
務
遂
行

に
支
障
が
生
じ
か
ね
な
い

状
態
と
言
わ
れ
て
い
る
。

特
に
１
９
９
９
年
（
平
成

11
年
）
の
地
方
分
権
一
括

法
成
立
以
降
は
、
地
方
分

権
の
名
の
も
と
に
国
か
ら

県
へ
、
県
か
ら
市
町
村
へ

と
事
務
の
権
限
移
譲
が
進

め
ら
れ
、
財
源
や
権
限
を

市
町
村
に
移
行
し
た
も
の

の
、
市
町
村
で
は
事
務
量

が
増
大
す
る
一
方
と
の
こ

と
で
あ
る
。
川
西
町
で
は
、

現
在
の
事
務
量
に
対
し
職

員
数
は
適
正
な
状
態
と
い

え
る
か
。

町
長
町
長
会
計
年
度
任
用
職

員
の
雇
用
な
ど
で

不
足
に
対
応
し
て
お
り
、

そ
れ
で
も
不
足
分
は
職
員

の
時
間
外
勤
務
、
休
日
勤

務
等
で
対
応
し
て
い
る
。

報
酬
は
見
直
し
の
方
向
で

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
を

開
催
し
検
討
す
る
よ
う
当

局
に
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

大型改修工事修了 ＝ 町民総合体育館

髙橋輝行 議員

かわにしのここが聞きたい
職員数

業
務
量
に
対
し
適
正
な
状
態
か

業
務
量
に
対
し
適
正
な
状
態
か

　
町
長 

ー 
不
足
分
は
職
員
の
時
間
外
、
休
日
勤
務
で
対
応

臨　時
議　会

特　別
委員会

臨
時
会

1
28

臨
時
会

2
20

川
西
中
学
校

長
寿
命
化
工
事
費

過
払
で
特
別
職
を

減
給
処
分

議
員
定
数
現
状
維
持

報
酬
は
増
額
の
報
告

－

議
会
活
性
化
調
査
特
別
委
員
会

－

特
別
職
給
与
条
例
改
正

調
査
結
果

議
員
定
数
と
報
酬

議
事
運
営
の
効
率
化

議
員
の
な
り
手
不
足

の
解
消

次
は
委
員
会
レ
ポ
ー
ト

川
西
町
の
職
員
数
は

一　般
質　問
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私
は
５
年
前
に
川
西
町

へ
U
タ
ー
ン
し
ま
し
た
。

現
在
は
農
業
を
し
な
が

ら
、
高
齢
の
両
親
と
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
四
季
の
移

ろ
い
の
中
で
働
き
、
落
ち

着
い
た
日
々
を
過
ご
せ
る

こ
の
町
の
暮
ら
し
は
、
私

に
と
っ
て
大
切
な
も
の
で

す
。
離
れ
て
暮
ら
し
た
時

間
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

こ
の
町
の
穏
や
か
な
日
常

の
あ
り
が
た
さ
を
改
め
て

感
じ
て
い
ま
す
。 

　
地
域
の
活
動
に
関
わ
る

中
で
、
多
く
の
方
が
こ
の

町
を
大
切
に
思
い
、
支
え

合
い
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

る
こ
と
も
実
感
し
ま
し

た
。
そ
の
一
方
で
、
昔
か

ら
続
い
て
き
た
慣
習
や

「
こ
う
あ
る
べ
き
」と
い
う

空
気
の
中
で
、
女
性
や
若

い
人
が
自
分
の
考
え
を
出

し
に
く
い
と
感
じ
る
場
面

が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

　
特
定
の
人
だ
け
に
負
担

が
偏
る
の
で
は
な
く
、
そ

れ
ぞ
れ
が
無
理
の
な
い
形

で
関
わ
り
、
力
を
持
ち
寄

れ
る
地
域
で
あ
れ
ば
、
若

い
世
代
も
安
心
し
て
地
域

に
関
わ
っ
て
い
け
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

世
代
や
立
場
の
違
い
を
越

え
て
互
い
に
理
解
し
合

い
、
誰
も
が
自
分
ら
し
く

関
わ
り
、
力
を
発
揮
で
き

る
地
域
に
な
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
７
年
12
月
18
日
、

主
要
地
方
道
米
沢
飯
豊
線

菅
沼
峠
整
備
に
関
す
る
現

地
調
査
を
実
施
し
た
。

　
玉
庭
地
区
と
中
津
川
地

区
は
古
く
か
ら
会
津
や
越

後
を
結
ぶ
交
通
の
要
衝
と

　
令
和
８
年
２
月
４
日
、

川
西
ま
ち
な
か
テ
ラ
ス
整

備
に
関
す
る
施
設
の
現
地

調
査
を
実
施
し
た
。

　
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を
創

る
た
め
、
旧
庁
舎
跡
地
に

整
備
を
進
め
て
き
た
「
ま

ち
り
あ
」
が
５
月
２
日

（
土
）
オ
ー
プ
ン
す
る
。

８
種
類
の
各
部
屋
が
あ
り
、

利
用
者
の
内
容
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
で
き

る
と
感
じ
た
。
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
よ
り
そ
う
、
つ
な

が
る
、
わ
く
わ
く
の
縁

側
」
で
、
特
別
な
目
的
が

な
く
て
も
誰
も
が
ふ
ら
っ

と
立
ち
寄
れ
、
立
場
や
世

代
を
超
え
て
集
え
る
場
所

を
目
指
す
と
い
う
こ
と
で
、

利
用
者
数
を
増
や
す
た
め

に
工
夫
が
必
要
で
あ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

月 件数 金額（円） 内容
10月 0 　　0
11月 2 20,000 置賜広域行政事務組合議会議員懇親会等
12月 2 17,000 民生委員児童委員歓送迎会等
1月 3 22,000 川西町消防団幹部新年会等

月 件数 金額（円） 内容
2月 2 23,000 置賜三市五町議会連絡協議会議長会等
3月 1 6,000 川西町認定農業者の会全体研修会

下半期合計 88,000

し
て
人
や
物
の
往
来
が
あ

り
、
婚
姻
や
通
学
、
農
作

業
の
協
力
な
ど
生
活
面
で

の
交
流
も
続
い
て
き
た
。

一
方
で
道
路
は
狭
く
冬
季

の
安
全
性
に
課
題
が
あ
り
、

過
去
に
は
事
故
も
発
生
し

て
い
る
。

　
本
議
会
で
は
当
該
区
域

の
整
備
促
進
の
た
め
、
令

和
３
年
３
月
に
特
別
委
員

会
を
設
置
し
、
県
へ
の
要

望
活
動
を
行
っ
て
き
た
経

過
が
あ
る
。
県
で
は
４
年

度
か
ら
道
路
整
備
に
着
手

し
、
７
年
度
は
用
地
調
査

と
設
計
測
量
を
実
施
。
８

年
度
以
降
、
用
地
買
収
等

の
手
続
き
を
行
い
、
早
期

の
完
成
を
目
指
し
て
整
備

を
進
め
て
い
る
事
を
確
認

し
た
。

山
平　
麻ま

衣い

さ
ん

　
　
　
瑛え

い
心し

ん
く
ん 

（
米
沢
市
）

　
「
春
待
ち
市
」
の
イ
ベ
ン
ト
を
テ

レ
ビ
で
見
て
来
ま
し
た
。
凄
い
賑
わ

い
で
す
ね
。
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

は
よ
く
利
用
し
て
い
ま
す
。

（
麻
衣
さ
ん
）

　
お
殿
様
（
お
内
裏
様
）
の
衣
装
を

着
て
楽
し
か
っ
た
。
来
年
は
友
達
も

誘
っ
て
ま
た
来
た
い
で
す
。

（
瑛
心
く
ん
）

遠
藤　
加か

奈な

子こ

さ
ん（
米
沢
市
）

　
イ
ベ
ン
ト
に
毎
年
参
加
し
て
い
ま

す
が
、 

家
族
や
親
子
連
れ
の
方
が
多

い
印
象
で
す
。

　
ゆ
る
～
い
感
じ
が
と
て
も
気
に
入

っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
と
の
会
話

や
交
流
す
る
と
こ
ろ
が
楽
し
い
で

す
。
新
し
い
発
見
に
ワ
ク
ワ
ク
し
て

い
ま
す
。

竹
田　
伊い

智ち

子こ

さ
ん（
白
鷹
町
）

　
毎
年
こ
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
は
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
雰
囲
気
が
と
て
も
い
い
で
す
。
山

ぶ
ど
う
で
バ
ッ
ク
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー

な
ど
の
作
品
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

作
品
を
見
て
ス
テ
キ
と
言
っ
て
も
ら

え
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

い
っ
ぱ
い
お
買
い
物
し
て
く
だ
さ
い
。

細
谷　
和わ

香か

子こ

さ
ん（
米
沢
市
）

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
来
る
と
春
が
来

た
と
感
じ
ま
す
。
毎
年
楽
し
み
に
参

加
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
を
手
に
し
て
気
軽
に
話
し
が

で
き
る
の
が
い
い
で
す
。
フ
レ
ン
ド

リ
ー
感
が
あ
っ
て
人
気
な
ん
だ
と
感

じ
ま
す
。
今
年
も
新
し
い
出
会
い
が

あ
る
と
い
い
で
す
ね
。

梅
津　
智ち

恵え

子こ

さ
ん（
川
西
町
）

　
今
日
は
着
付
け
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。
十
二
単
の
着
物
は
大
変

重
い
の
で
す
が
、
お
雛
様
の
衣
装
を

着
て
嬉
し
そ
う
に
微
笑
み
、
男
の
子

は
凛
々
し
い
姿
に
満
足
げ
の
表
情
。

参
加
さ
れ
た
家
族
み
ん
な
が
笑
顔
に

な
れ
て
、
ハ
ッ
ピ
ー
な
気
持
ち
の
１

日
で
し
た
。

柿
崎　
貴た

か
仁ひ

と
さ
ん

　
　
　
早さ

由ゆ

理り

さ
ん 

（
新
庄
市
）

　
郷
土
愛
が
強
い
町
の
印
象
で
す
。

ま
た
、
食
べ
物
が
と
て
も
お
い
し
い

で
す
。　
　
　
　
　
（
貴
仁
さ
ん
）

　
テ
レ
ビ
を
見
て
「
白
あ
ん
入
り
い

ち
ご
大
福
」
に
魅
せ
ら
れ
て
来
ま
し

た
。
食
べ
て
満
足
し
て
い
ま
す
。
ダ

リ
ア
の
時
期
も
来
ま
す
が
、
若
い
人

が
頑
張
っ
て
い
る
町
だ
と
感
じ
ま

す
。　　
　
　
　
　
（
早
由
理
さ
ん
）

き
て
け
ろ
く
ん（
山
形
県
公
認
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）

　
山
形
県
を
か
た
ど
っ
た
ゆ
る
キ
ャ

ラ
「
き
て
け
ろ
く
ん
」
が
春
待
ち
市

に
来
て
く
れ
ま
し
た
。
人
気
者
と
い

っ
し
ょ
に
記
念
写
真
を
撮
る
人
た
ち

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。
写
真
は
お

ひ
な
様
の
屏
風
の
前
で
ひ
と
り
決
め

ポ
ー
ズ
。
き
て
け
ろ
く
ん
も
新
年
度

ガ
ン
バ
っ
て
く
だ
さ
い
。

遠
藤　
隆た

か
政ま

さ
さ
ん

　
　
　
早さ

苗な
え
さ
ん（
川
西
町
）

　
　
　
愛あ

い
來ら

ち
ゃ
ん

　
お
雛
様
や
お
内
裏
様
の
衣
装
を
着

せ
て
も
ら
い
良
い
記
念
に
な
り
ま
し

た
。　　
　
　
　
　
　
（
隆
政
さ
ん
）

　
ス
テ
キ
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
ね
。
写

真
を
い
っ
ぱ
い
撮
り
ま
し
た
。

（
早
苗
さ
ん
）

　
お
雛
様
に
な
っ
て
楽
し
か
っ
た
。 

（
愛
來
ち
ゃ
ん
）

県担当者より説明を受ける ＝ 菅沼峠

交流に期待 ＝ まちなかテラス

広報モニターから広報モニターから

ひとことひとこと④④
犬川　中

ちゅうばち
鉢絵

え
里
り

子
こ

 さん

委員会
レポート

総
務
文
教
常
任
委
員
会

ま
ち
な
か
テ
ラ
ス

の
現
地
調
査

産
業
厚
生
常
任
委
員
会

米
沢
飯
豊
線
菅
沼
峠

整
備
の
現
地
調
査

議長交際費（議会活性化の一環として公開）
令和７年10月から令和８年３月まで

こ
の
町
で
暮
ら
し
て

感
じ
た
こ
と

次
は
追
跡

街かどインタビュー街かどインタビュー
いいね！かわにしいいね！かわにし

３月８日㈰春待ち市（フレンドリープラザ）にて３月８日㈰春待ち市（フレンドリープラザ）にて
インタビューしました。インタビューしました。

ご意見は議会活動に生かしていきます。

各
施
設
整
備

状
況
を
調
査
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ラ
整
備
な
ど
。

【
ソ
フ
ト
面
：
町
民
が
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
】

・
子
育
て
支
援
医
療
（
子

ど
も
の
医
療
費
無
料
化
な

ど
。

・
地
区
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

の
地
域
づ
く
り
補
助
な
ど
。

・
地
域
交
通
の
維
持
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
な
ど
の

運
行
支
援
に
よ
る
高
齢
者

の
移
動
手
段
の
確
保
。

　
こ
の
よ
う
に
、
過
疎
債

は
単
な
る
整
備
費
だ
け
で

は
な
く
、
川
西
町
が
掲
げ

る
「
女
性
・
若
者
活
躍
推

進
」
や
「
メ
デ
ィ
カ
ル
タ

ウ
ン
事
業
」
と
い
っ
た
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
を
直
接

支
え
る
「
ソ
フ
ト
の
力
」

と
し
て
も
、
余
す
こ
と
な

く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
債
」
と
つ
く
た
め
、

一
見
す
る
と
単
な
る
町
の

借
金
の
よ
う
に
思
わ
れ
る

が
、
過
疎
債
に
は
他
の
地

方
債
に
は
な
い
「
最
大
の

メ
リ
ッ
ト
」
が
あ
る
。

今
日
か
ら
一
年
生

　

桜
開
花
の
中
、
４
月
８

日
に
町
内
各
小
学
校
で
入

学
式
が
行
わ
れ
た
。

　

犬
川
小
学
校
は
、
全
児

童
52
人
で
新
入
生
は
９
人

で
あ
っ
た
。

 

令
和
10
年
度
に
は
小
松

小
学
校
へ
統
合
と
な
る
。

少
子
化
が
進
む
中
、
学
校

が
統
廃
合
さ
れ
て
な
く
な

る
こ
と
は
寂
し
く
残
念
で

あ
る
が
、
子
ど
も
た
ち
の

学
習
環
境
を
最
優
先
に
考

え
る
と
時
代
の
流
れ
を
受

け
止
め
ざ
る
を
え
な
い
。

　

子
は
国
・
地
域
の
宝
で

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
未

来
が
明
る
く
豊
か
な
社
会

で
あ
る
こ
と
を
切
に
願
う

ば
か
り
で
あ
る
。
未
来
へ

羽
ば
た
け
川
西
っ
子
。

芳
野
委
員
長

町
誕
生
70

周
年
に
対

す
る「
ち
ょ
っ
と
言
わ
せ

て
」、
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の

「
ひ
と
こ
と
」、裏
表
紙「
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
・
町
民
の

声
」な
ど
の
広
聴
企
画
が

双
方
向
性
と
親
近
感
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　
ペ
ー
ジ
ご
と
に
練
ら
れ

た
見
出
し
、
表
情
豊
か
な

人
物
や
状
況
を
的
確
に
伝

え
る
写
真
類
も
効
果
的
で

す
。

金
井
委
員

議
会
の
行

政
監
視
機

能
を
伝
え
る
政
策
検
証
。

町
民
と
の
意
見
交
換
会
を

起
点
と
し
た
議
会
か
ら
の

政
策
提
言
、
執
行
部
の
対

応
、
検
証
、
評
価
と
い
う

一
連
の
プ
ロ
セ
ス
が
図
解

と
と
も
に
分
か
り
や
す
く

解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
議

会
活
動
の
基
本
と
な
る
政

策
サ
イ
ク
ル
を
伝
え
る
こ

と
は
読
者
の
議
会
活
動
へ

の
理
解
や
納
得
に
つ
な
が

る
と
思
い
ま
す
。

前
田
委
員
「
町
が
大

好
き
」は
、

単
な
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
報
告
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
次
代
を
意
識
し
た
活

動
を
記
録
に
残
す
こ
と
も
、

検
証
の
あ
り
方
の
一
つ
な

の
だ
と
、
新
鮮
な
思
い
で

読
み
ま
し
た
。

　
３
月
４
日
議
会
定
例
会

初
日
、
神
村
建
二
議
員
、

鈴
木
幸
廣
議
長
お
よ
び
伊

藤
進
議
員
が
議
員
在
職
10

年
の
自
治
功
労
者
と
し
て
、

置
賜
地
方
町
村
議
会
議
長

会
よ
り
表
彰
を
受
け
、
賞

状
と
記
念
品
の
伝
達
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
さ
ら
な
る

活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
返
済
の
際
、

借
り
た
お
金
の
70
％
を
、

国
が
「
地
方
交
付
税
」
と

し
て
肩
代
わ
り
し
て
く
れ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
実
質
的
に
町
が
負

担
す
る
の
は
借
り
た
額
の

わ
ず
か
30
％
で
済
む
計
算

に
な
る
。
こ
の
有
利
な
財

源
を
賢
く
使
う
こ
と
で
、

限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
も
、

町
に
必
要
な
施
設
整
備
や

サ
ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
。

　
以
前
の
過
疎
債
は
、
道

路
や
公
共
施
設
な
ど
の
整

備
（
ハ
ー
ド
事
業
）
が
中

心
だ
っ
た
。
し
か
し
現
在

は
、
目
に
見
え
る
形
の
な

い
「
ソ
フ
ト
事
業
」
に
も

幅
広
く
活
用
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
地
域
の
医
療

体
制
を
維
持
す
る
た
め
の

医
師
の
確
保
、
公
共
交
通

の
運
行
、
移
住
定
住
促
進
、

さ
ら
に
は
地
域
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
事
業
や
人

材
育
成
な
ど
、
町
を
元
気

に
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ

く
り
に
も
、
こ
の
30
％
の

負
担
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
。

　
川
西
町
に
お
い
て
も
、

こ
の
過
疎
債
は
重
要
施
策

の
エ
ン
ジ
ン
と
な
っ
て
い

る
。

【
ハ
ー
ド
面
：
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
基
盤
づ
く
り
】

　
農
業
競
争
力
基
盤
整
備

事
業
や
、
災
害
に
強
い
道

路
・
公
共
施
設
の
イ
ン
フ

町民の健康づくり ＝ パークゴルフ

過疎債　デマンドタクシーでも活用

最優秀賞を受賞
した第161号

平成26・27年度に続き３度目の全国一 ＝ 広聴広報常任委員会

おめでとうございます

あれから……あれから……
どうなった！どうなった！

カ
ソ
カ
ソ
債債さ

い
さ
い

っ
て
な
に
？

っ
て
な
に
？

～
町
の
未
来
を
創
る
、
賢
い
財
源
の
使
い
道
～

次
は
町
民
の
声

表
紙
の
写
真

審
査
員
講
評
（
抜
粋
）

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

町
村
議
会
広
報
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

表彰

置
賜
地
方
町
村
議
会
議

長
会
表
彰（
在
籍
10
年
）

　

私
た
ち
の
川
西
町
は
、
国
か
ら
「
過
疎
地
域
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
過
疎

法
（
過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
）」
と
い
う
法
律
に
基
づ

い
た
も
の
で
あ
る
。こ
の
指
定
を
受
け
る
こ
と
で
、町
は「
過
疎
対
策
事
業
債（
過
疎
債
）」

と
い
う
、
通
常
の
借
金
よ
り
も
格
段
に
有
利
な
条
件
で
資
金
を
借
り
入
れ
、
地
域
の
活
性

化
や
生
活
環
境
の
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
令
和
８
年
度
か
ら
新
た

な
過
疎
計
画
が
策
定
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
取
り
組
む
。

10
年
ぶ
り  

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞
の
快
挙
快
挙

　

全
国
か
ら
３
３
１
町
村

議
会
が
応
募
し
た
広
報
全

国
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
本
町

議
会
が
10
年
ぶ
り
に
３
度

目
の
最
優
秀
賞
を
獲
得
し

た
。

過
疎
債
の
大
き
な
メ

リ
ッ
ト

ハ
ー
ド
か
ら
ソ
フ
ト

へ
活
用
の
幅
が
拡
大

川
西
町
で
の
具
体
的

な
使
い
方
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なるほど議会ウォッチング
シリーズ広聴 女性議員インタビュー
政策提言 検証評価
３月定例会のあらまし
町政を問う
あれからどうなった

▼
今
号
は
、
定
例
会
閉
会

の
翌
々
日
が
入
稿
で
編
集

委
員
一
同
、
四
苦
八
苦
の

状
態
で
し
た
▼
定
例
会
最

終
日
ま
で
議
案
の
賛
否
が

わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ

り
、
毎
回
で
す
が
、
い
わ

ゆ
る
予
断
を
許
さ
な
い
編

集
作
業
で
し
た
▼
編
集
委

員
の
、
わ
か
り
や
す
く
伝

え
た
い
と
い
う
情
熱
が
、

紙
面
を
通
し
て
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

▼
10
年
ぶ
り
の
全
国
一
、

読
み
手
が
あ
っ
て
の
議
会

だ
よ
り
で
す
。
今
後
も
ご

愛
読
、
感
想
な
ど
を
寄
せ

て
く
だ
さ
い
。

（
は
し
も
と
）

発
行
責
任
者
　
鈴
木
　
幸
葊

委
員
長
　
橋
本
　
欣
一

副
委
員
長
　
鈴
木
　
孝
之

委
　
　
員
　
伊
藤
　
　
進

　
同
　
　
　
遠
藤
　
明
子

　
同
　
　
　
寒
河
江
寿
樹

　
同
　
　
　
舩
山
　
千
鶴

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
文
章
）

佐
々
木
賢
一

鈴
木
　
浩
之

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
写
真
）

山
田
　
順
一

齋
藤
　
文
夫

❖❖　　プロフィールプロフィール　　❖❖

髙髙
たかたか

橋橋
はしはし

　　香香
かか

代代
よよ

さんさん
川西町大字西大塚川西町大字西大塚
家族は、 夫と子ども２人、家族は、 夫と子ども２人、
義父母の６人家族　義父母の６人家族　
東根市出身東根市出身
旅行（年１回は家族で）旅行（年１回は家族で）

　

大
塚
地
区
に
お
住
い
の

　

大
塚
地
区
に
お
住
い
の

髙
橋
香
代
さ
ん
に
川
西
町

髙
橋
香
代
さ
ん
に
川
西
町

に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き

に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
に
結
婚
し

ま
し
た
。
山
形
市
で
１
年

間
暮
ら
し
、
２
０
１
８
年

に
主
人
の
実
家
が
あ
る
川

西
町
に
越
し
て
き
ま
し
た
。

　
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
が

で
き
た
こ
と
で
、
地
域
が

活
性
化
し
て
い
く
の
は
う

れ
し
く
、
今
後
が
楽
し
み

で
す
。

　
町
の
印
象
は
、
総
合
病

院
や
大
型
店
も
近
く
に
あ

り
、
交
通
ア
ク
セ
ス
も
整

備
さ
れ
て
い
て
不
便
は
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
夫
は
、
地
元
産
酒
米
に

こ
だ
わ
っ
た
醸
造
の
酒
蔵

を
営
ん
で
い
ま
す
。
私
は
、

環
境
部
門
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　
町
の
子
育
て
支
援
は
比

イ

ンタ
ビュー

イ

ンタ
ビュー

町民の声

い
た
だ
い
た
要
望
は
町

に
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
人
口
が
減
っ
て

い
く
中
、
町
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
経
済
、
特
に
上
下

水
道
料
金
な
ど
が
心
配
で

す
。
町
長
に
は
町
の
か
じ

取
り
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
。（
夫
・
義よ
し
孝ゆ
き
さ
ん
）

も
は
不
可
欠
で
す
が
、
地

域
住
民
の
つ
な
が
り
や
地

域
活
動
が
よ
り
重
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

較
的
充
実
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
長
女
（
６
才
）
と

長
男
（
４
才
）
の
子
育
て

中
で
す
が
、
私
の
代
わ
り

に
面
倒
や
家
事
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
、
主
人
や
義

母
に
頼
り
支
え
て
も
ら
え

る
の
で
、
仕
事
に
専
念
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
代
わ
り
、
休
日
は
子
ど

も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
小
学
校
が
統
廃

合
に
な
る
の
は
現
状
の
少

子
化
を
見
れ
ば
仕
方
な
い

と
思
い
ま
す
。
地
域
づ
く

り
を
形
成
す
る
に
は
子
ど

家族揃って幸せいっぱい

編
集
の
後
で

地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

結
婚
し
た
の
は

川
西
町
に
来
て

子
育
て
で
思
う
こ
と
は

町
に
対
し
要
望
が
あ
れ

ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

犬川小学校入学式より　P31に関連記事犬川小学校入学式より　P31に関連記事

今日から今日から
一年生一年生

特集
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▼
今
号
は
、
定
例
会
閉
会

の
翌
々
日
が
入
稿
で
編
集

委
員
一
同
、
四
苦
八
苦
の

状
態
で
し
た
▼
定
例
会
最

終
日
ま
で
議
案
の
賛
否
が

わ
か
ら
な
い
も
の
も
あ

り
、
毎
回
で
す
が
、
い
わ

ゆ
る
予
断
を
許
さ
な
い
編

集
作
業
で
し
た
▼
編
集
委

員
の
、
わ
か
り
や
す
く
伝

え
た
い
と
い
う
情
熱
が
、

紙
面
を
通
し
て
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

▼
10
年
ぶ
り
の
全
国
一
、

読
み
手
が
あ
っ
て
の
議
会

だ
よ
り
で
す
。
今
後
も
ご

愛
読
、
感
想
な
ど
を
寄
せ

て
く
だ
さ
い
。

（
は
し
も
と
）

発
行
責
任
者
　
鈴
木
　
幸
葊

委
員
長
　
橋
本
　
欣
一

副
委
員
長
　
鈴
木
　
孝
之

委
　
　
員
　
伊
藤
　
　
進

　
同
　
　
　
遠
藤
　
明
子

　
同
　
　
　
寒
河
江
寿
樹

　
同
　
　
　
舩
山
　
千
鶴

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
文
章
）

佐
々
木
賢
一

鈴
木
　
浩
之

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
（
写
真
）

山
田
　
順
一

齋
藤
　
文
夫

❖❖　　プロフィールプロフィール　　❖❖

髙髙
たかたか

橋橋
はしはし

　　香香
かか

代代
よよ

さんさん
川西町大字西大塚川西町大字西大塚
家族は、 夫と子ども２人、家族は、 夫と子ども２人、
義父母の６人家族　義父母の６人家族　
東根市出身東根市出身
旅行（年１回は家族で）旅行（年１回は家族で）

　
大
塚
地
区
に
お
住
い
の

　
大
塚
地
区
に
お
住
い
の

髙
橋
香
代
さ
ん
に
川
西
町

髙
橋
香
代
さ
ん
に
川
西
町

に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き

に
つ
い
て
お
話
を
お
聞
き

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
に
結
婚
し

ま
し
た
。
山
形
市
で
１
年

間
暮
ら
し
、
２
０
１
８
年

に
主
人
の
実
家
が
あ
る
川

西
町
に
越
し
て
き
ま
し
た
。

　
メ
デ
ィ
カ
ル
タ
ウ
ン
が

で
き
た
こ
と
で
、
地
域
が

活
性
化
し
て
い
く
の
は
う

れ
し
く
、
今
後
が
楽
し
み

で
す
。

　
町
の
印
象
は
、
総
合
病

院
や
大
型
店
も
近
く
に
あ

り
、
交
通
ア
ク
セ
ス
も
整

備
さ
れ
て
い
て
不
便
は
感

じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
夫
は
、
地
元
産
酒
米
に

こ
だ
わ
っ
た
醸
造
の
酒
蔵

を
営
ん
で
い
ま
す
。
私
は
、

環
境
部
門
の
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　
町
の
子
育
て
支
援
は
比

イ

ンタ
ビュー

イ

ンタ
ビュー

町民の声

い
た
だ
い
た
要
望
は
町

に
提
言
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
人
口
が
減
っ
て

い
く
中
、
町
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
経
済
、
特
に
上
下

水
道
料
金
な
ど
が
心
配
で

す
。
町
長
に
は
町
の
か
じ

取
り
を
頑
張
っ
て
ほ
し
い

で
す
。（
夫
・
義よ
し
孝ゆ
き
さ
ん
）

も
は
不
可
欠
で
す
が
、
地

域
住
民
の
つ
な
が
り
や
地

域
活
動
が
よ
り
重
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

較
的
充
実
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
長
女
（
６
才
）
と

長
男
（
４
才
）
の
子
育
て

中
で
す
が
、
私
の
代
わ
り

に
面
倒
や
家
事
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
面
で
、
主
人
や
義

母
に
頼
り
支
え
て
も
ら
え

る
の
で
、
仕
事
に
専
念
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
代
わ
り
、
休
日
は
子
ど

も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。

　
将
来
、
小
学
校
が
統
廃

合
に
な
る
の
は
現
状
の
少

子
化
を
見
れ
ば
仕
方
な
い

と
思
い
ま
す
。
地
域
づ
く

り
を
形
成
す
る
に
は
子
ど

家族揃って幸せいっぱい

編
集
の
後
で

地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

地
域
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

結
婚
し
た
の
は

川
西
町
に
来
て

子
育
て
で
思
う
こ
と
は

町
に
対
し
要
望
が
あ
れ

ば
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
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